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ご注意

保証

HP製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定されるものとしま

す。 ここでの記載は、追加保証を提供するものではありません。 ここに含まれる技術的、編集上の誤り、 または欠如について、

HPはいかなる責任も負いません。

ここに記載する情報は、 予告なしに変更されることがあります。

権利の制限

機密性のあるコンピューターソフ トウェアです。 これらを所有、 使用、 または複製するには、 HPからの有効な使用許諾が必要

です。商用コンピューターソフ トウェア、 コンピューターソフ トウェアに関する文書類、および商用アイテムの技術データは、

FAR12.211および12.212の規定に従い、 ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2001-2014 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe®は、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社)の登録商標です。

Intel®およびItanium®は、 Intel Coporationの米国およびその他の国における登録商標です。

Microsoft®、 Windows®、 およびWindows® XPは， Microsoft Corporationの米国における登録商標です。

Oracleと Javaは、 Oracle Corporationおよびその関連会社の登録商標です。

UNIX®は、 The Open Groupの登録商標です。

サポート

次のHPソフ トウェアサポートオンラインのWebサイ ト を参照して ください。

http://support.openview.hp.com 

このサイ トでは、 HPのお客様窓口のほか、 HPソフ トウェアが提供する製品、 サービス、 およびサポートに関する詳細情報をご

覧いただけます。 

HPソフ トウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様のビジネスを管理するのに必要な対話型の技術サ

ポートツールに、素早く効率的にアクセスできます。 HPソフ トウェアサポートのWebサイ トでは、次のようなことができます。

• 関心のあるナレッジドキュ メン トの検索

• サポートケースの登録とエンハンスメン ト要求のト ラ ッキング

• ソフ トウェアパッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HPサポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ トウェアカスタマーとの意見交換

• ソフ トウェアト レーニングの検索と登録
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一部のサポート を除き、 サポートのご利用には、 HP Passportユーザーとしてご登録の上、 サインインしていただ く必要があり

ます。 また、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。 HP Passport IDを登録するには、 次のWebサイ トにアク

セスして ください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

アクセスレベルの詳細については、 次のWebサイ トをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

サポートマト リクス

サポートおよび互換性情報については、 関連する製品リ リースのサポートマト リクスを参照して ください。 サポートマト リク

スと製品マニュアルは、 次のHPソフ トウェアサポートオンラインのWebサイ トで参照できます。

http://h20230.www2.hp.com/sc/support_matrices.jsp

また、 本リ リースの 『HP Server Automation Support and Compatibility Matrix』 は、 次のHPソフ トウェアサポートオンラインの

製品マニュアルWebサイ トからダウンロードできます。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

ドキュ メン トの更新情報

このリ リースのServer Automation製品の最新のドキュメン トは、 すべて次のSA Documentation Libraryから入手できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/SA_10_docLibrary.html

SA Documentation Library では、 このリ リースに関連するガイド ライン、 リ リースノード、 サポートマ ト リクス、 およびホワイ

ト ペーパーにア ク セスできます。 また、 フル ド キュ メ ン ト セ ッ ト を一括し てダウンロー ド する こ と も できます。 SA

Documentation Libraryは、 リ リースごとに更新されます。 また、 リ リースノートが更新されたときや、新しいホワイ トペーパー

が発行されたときにも更新されます。

情報リソースを見つける方法

Server Automationの情報リソースは、 次のいずれの方法でもアクセスできます。

方法1: 新しいSA Documentation Libraryから、 最新のドキュメン トにタイ トルとバージ ョ ンを指定してアクセスします。

方法2: [All Manuals Download] からローカルディレク ト リにフルドキュメン ト メン トセッ ト を保存します。

方法3: サポート されるリ リースのHP製品ドキュ メン ト をHPソフ トウェアドキュ メン トポータルで検索します。

各ドキュ メン トにアクセスするには、 次の手順を実行します。

1 SA 10.x Documentation Libraryにアクセスします。 

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/SA_10_docLibrary.html  

2 HP Passportの資格情報を使ってログインします。

3 ドキュ メン トのタイ トルとバージ ョ ンを指定して、 [go] をクリ ックします。

ローカルディ レク ト リ内の完全なドキュメン トセッ ト を使用するには、 次の手順を実行します。

1 フルドキュメン トセッ ト をローカルディ レク ト リにダウンロードするには、 次の手順を実行します。

a SA Documentation Libraryにアクセスします。 

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/SA_10_docLibrary.html  
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b HP Passportの資格情報を使ってログインします。

c SA 10.1バージョ ンの [All Manuals Download] タイ トルを探します。

d [go] リンクをクリ ックして、 ローカルディ レク ト リにZIPファイルをダウンロード します。

e ファイルを解凍します。

2 ローカルディレク ト リ内のドキュメン ト を探すには、ドキュ メン ト カタログ (docCatalog.html) を使用します。ローカルディ

レク ト リにダウンロード したドキュ メン トの索引ポータルが表示されます。

3 ドキュ メン トセッ ト内のすべてのドキュメン ト を対象としてキーワードを検索するには、 次の手順を実行します。

a ローカルディレク ト リ内の任意のPDFドキュ メン ト を開きます。

b [編集] > [高度な検索] を選択します (またはShift＋Ctrl＋Fキー )。

c [以下の場所にあるすべてのPDF文書] オプシ ョ ンを選択し、 ローカルディ レク ト リを指定します。

d キーワードを入力し、 [検索] をクリ ックします。

HPソフ トウェアドキュ メン トポータルで追加ドキュ メン ト を探すには、 次の手順を実行します。

HPソフ トウェアドキュ メン トポータルにアクセスします。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

このサイ ト を利用するには、 HP Passportへの登録とサインインが必要です。 HP Passport IDの登録は、 HP Passportのサインイン

ページの [New users - please register] リンクをクリ ックして ください。

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、 更新版または最新版をご入手いただけます。 詳細は、 HPの営

業担当にお問い合わせください。 改訂状況については、 「ドキュ メン トの更新情報」 を参照して ください。

製品エディシ ョ ン

Server Automationには、 次の2つの製品エディシ ョ ンがあります。

• Server Automation (SA) は、 Server AutomationのUltimate Editionです。 Server Automationについては、 『SAリ リースノート』 お

よび 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

• Server Automation Virtual Appliance (SAVA) は、 Server AutomationのPremium Edition です。 SAVAの機能については、 『SAVA

Release Notes』 および 『SAVAクイックガイド』 を参照して ください。 
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第1章 資産検出
資産検出の概要

Storage Visibility and AutomationはStorage Essentials (SE) が行う検出処理からスト レージ情報を収集し、この情

報をSA (SA) で有効にします。 

• ホストサーバースト レージ情報の検出は、 Storage Visibility and AutomationのStorage Host Agent Extension

が行います。 SEでは検出しません。 

• データベーススト レージ情報の検出は、 Storage Visibility and Automationのストレージスキャナーが行い

ます。 SEでは検出しません。

SEは、 ユーザー環境内にあるSANアレイ、 スイッチ、 ファブリ ック、 NetAppファイラーの情報を検出します。

SAは、 このようにSEが収集したスト レージ資産情報を取得します。 SAでは、 SANアレイ、 ファブリ ック、 コ

ン ト ローラー、 ゾーンなどのスト レージ資産が有効になります。 またStorage Visibility and Automationは、 ス

イッチと管理対象サーバーの関係など、 接続に関する情報も提供します。 エッジ情報も提供されますが、 一

部のファブリ ックスイッチは表示されません。

•  データ収集

•  サーバー資産

•  SAN アレイ資産

•  ファブリ ック資産

•  Oracleデータベース資産

データ収集

スト レージ情報は、 SEが検出し、 これをStorage Visibility and Automationのス ト レージスキャナーが収集し

ます。

環境内のスト レージアレイ、 スイッチ、 ファブリ ック、 NetAppファイラーの情報の収集は、 SE Connectorとい

うSAのコンポーネン トが行います。 SE Connectorは、 SANインフラス ト ラクチャーに関するデータをSEから取

得します。 このスト レージデータはSAコアに送信され、モデルリポジト リに保存されます。詳細については、

SE Connector (12ページ) を参照して ください。

SAN またはネッ トワーク接続ス ト レージ (NAS) 内のOracle ス ト レージ構成の情報は、 Oracle データベースス

キャナーと呼ばれる Storage Visibility and Automation コンポーネン トが収集します。 このス ト レージスキャ

ナーは、 Oracleインスタンス、表領域、データファイルに関する情報を取得します。詳細については、 Oracle
データベーススキャナー (14ページ) を参照して ください。

ス ト レージスキャナー

スト レージデータを収集するスト レージスキャナーには、 次の2つの種類があります。 
11



• SE Connector

• Oracleデータベーススキャナー

SE Connector

SE Connectorの構成とデプロイには、 Storage Essentials (SE) バージ ョ ン6.1.1以降とServer Automation 7.80以降

が必要です。 アレイ、 スイ ッチ、 ボリュームなどのSAN オブジェ ク トに対する Service Automation Visualizer

(SAV) およびService Automation Reporter (SAR) の操作を表示、 レポート実行するには、 SEが必要です。 SANオ

ブジェク トはStorage Essentialsで検出されます。 検出されたSANオブジェク ト をSA、 SAV、 SARの各製品で有

効にするには、Server Automation SE Connectorコンポーネン トのインストールと構成が必要です。SE Connector

の構成とデプロイの詳細については、 『Storage Visibility and Automationインス トールおよび管理ガイド』 を

参照して ください。

SE Connectorは、SAN要素とインベン ト リ、それらの接続に関するデータをStorage Essentials (SE)から収集しま

す。収集の対象となるSAN要素には、スト レージアレイ、ファブリ ック、スイッチ、NASファイラーがあります。 

ユーザーインタフェースでは、 SE ConnectorはSEスト レージスキャナーと表示されます。

このスト レージデータを収集する頻度は、 ユーザーが構成します。 デフォルトでは、 SE ConnectorはSEから

SAN情報を12時間間隔で収集します。 一般的に、 このアクシ ョ ンはスケジュールされた完全同期と呼ばれま

す。 SE の設定を変更するこ とにより、 収集頻度を調整できます。 SE Connector では、 Get All Elements Detail

(GAED) プロセスがSEで実行中の場合に、 スケジュールされた完全同期の実行の最大待機時間 (分単位) を指定

できます。次のプロパティでは、 GAEDが実行されている場合のスケジュールされた完全同期タスクのデフォ

ルトの最大待機時間を指定します。

com.creekpath.agent.common.devices.scheduled.full.sync.max.wait.minutes=10080

スト レージスキャナーのStorage Essentialsパネルで、[ステータス] 列にGAED IN PROGRESSと表示されている場

合、 Get All Elements Details (GAED) 検出プロセスがStorage Essentialsサーバー上で実行中であるこ とを示し

ます。

Storage EssentialsでGAEDが実行中の場合、デフォルトでSE Connectorは10080分 (7日) 待機し、その期間を経過

すると GAED検出プロセスがまだ稼働している場合でも、 Storage Essentialsからのデータ収集を開始します。

SE ConnectorはSEを3分間隔 (デフォルト ) でチェ ックし、 SE GAEDプロセスが終了するか、 SE Connectorの待機

時間がSEPlugin.Propertiesで設定した 「データ収集時間の上限 (分)」 に達した場合、 データ収集を行います。

Storage Essentials (接続) のステータスから、 GAEDプロセスが実行中かどうかを確認します。 SE Connectorでこ

れらの要素の情報が最後に更新されたタイ ミングを特定するには、 そのStorage Essentials インスタンスの管

理対象要素の [前回のスキャン] タイムスタンプをチェ ックします。

GAEDが実行中の場合に、スケジュールされたデータ収集タスクの実行の最大待機時間は次のプロパティで指

定します。

com.creekpath.agent.common.devices.full.data.collection.minutes=720

一般的に、 このプロパティ を使用するのは次のような場合です。

• Storage Essentialsから1日に1回情報を収集するようにSE Connectorを構成する。

• Storage EssentialsがGAEDの処理で2日間ビジーになっている。 

• Server AutomationでStorage Essentialsインスタンスの管理対象要素の更新情報が表示されない。 

• Storage Essentialsの接続ステータス値と管理対象要素の [前回のスキャン ] タイムスタンプを組み合わせ

て使用して、 SEで実行に時間がかかるGAEDプロセスが存在するために、 SE Connectorでこれらの管理対

象要素の情報が更新されていないのかどうかを特定する。これにより、管理対象要素の情報がスケジュー

ル設定された頻度で更新されない理由が判明する。
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SEスト レージスキャナーとSE Connector Updateのポリシーのアタ ッチと修復

こ こでは、 SEス ト レージスキャナーと SE Connector Updateのポリシーのアタ ッチと修復を行う手順について

説明します。

アタ ッチと修復を行うには、 次の手順を実行します。

1 ソフ トウェアポリシーであるSEスト レージスキャナーを管理対象サーバーにアタ ッチします。

2 サーバーを修復します。

3 HP Storage Essentials管理サーバーがバージョ ン6.1.1である場合、 作業はこれで終了です。

4 HP Storage Essentials管理サーバーがバージョ ン6.1.6.2以降である場合は、 お使いのバージ ョ ンに対応し

たソフ トウェアポリシー SE Connector Updateを管理対象サーバーにアタ ッチします。

注: SE Connector Updateのバージョンには、 Storage Essentialsサーバーのバージョンとの互換性が必要です。つま

り、 SE Connector Updateライブラリのバージ ョ ン番号とStorage Essentialsのバージョ ン番号が一致していなけ

ればなりません。 たとえば、 Storage Essentials 6.2がインストールされている場合には、 SEスト レージスキャ

ナーをインストールした後に、 6.2以降に対応したSE Connector Updateをインストールする必要があります。

SE Connectorの更新

この項ではSE Connectorの更新について説明します。

SA 10.0は次のSEバージョ ンをサポート しています。 SE 9.4.0、 SE 9.4.1、 SE 9.5.0、 SE 9.5.1。

注 : SA 10.0は、 新しい管理対象サーバーに対し、 SE 6.x をサポート しません。 ただし、 既存の管理対象サー

バーに対しては、 SE 6.xはサポート されます。
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Storage Essentialsの接続ステータスの表示

スト レージスキャナーが管理するStorage Essentialsサーバーへの接続のステータスを表示するには、 次の手

順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 内容ペインで、 SEスト レージスキャナーを選択して、 ブラウザーを開きます。

3 ビューペインで [Storage Essentials] を選択します。 [ステータス] 列を確認します。

複数のStorage Essentialsインスタンス

SE Connectorは、 複数のStorage Essentialsインスタンスと通信できます。 

拡張性とパフォーマンス上の理由から、 複数のSE ConnectorをStorage Essentialsの1つのインスタンスと通信

させることをお勧めします。 また、 複数のSE Connectorを複数のStorage Essentialsインスタンスと通信させる

ことも可能です。

複数のSE Connectorが1つのStorage Essentialsインスタンスと通信する場合、同じStorage Essentialsインスタン

スから一意のデバイスセッ ト を収集するように各アクセス制御を設定する必要があります。 アクセス制御の

変更については、 『Storage Visibility and Automationインストールおよび管理ガイド』 を参照して く ださい。

SEからスト レージ情報を収集する間隔はデフォルトでは12時間ですが、 これよりも高い頻度でデータを更新

したい場合には、 SEの設定を変更することにより、 データ収集の頻度を調整できます。 データ収集のスケ

ジュールの構成については、 『Storage Essentials SRM Software User Guide』 を参照して く ださい。 また、 ア

レイやNetAppファイラーなどスト レージデバイスレベルでSAN情報を更新する要求をSEで行う こともできま

す。 詳細については、 Storage Essentialsからの更新 (15ページ) を参照して ください。

SANアレイやNetAppファイラーのスト レージ情報をStorage Visibility and Automationで表示している状態で、同

じ SAN アレイやNetApp フ ァイラーのス ト レージ情報を Storage Essentials でも表示したい場合には、 Storage

Essentialsを起動すると検出済みのデータが表示されます。詳細については、Storage Essentialsで開く  (クリ ッ

ク&起動) (17ページ) を参照して ください。 

SAクライアン ト ライブラリバージ ョ ン番号の表示

スト レージスキャナーのプロパティパネルには、 SEクライアン ト ライブラリのバージ ョ ン番号が表示されま

す。 SEクライアン ト ライブラリのバージ ョ ン番号 (6.x.x.xxなど) は、 [説明] フ ィールドに表示されます。

SAクライアン ト ライブラリのバージ ョ ン番号を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 内容ペインで、 SEスト レージスキャナーを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。 SEクライアン ト ライブラリバージ ョ ン番号

は [説明] フ ィールドに表示されます。

Oracleデータベーススキャナー

Oracleデータベーススキャナーは、 SANやネッ トワーク接続スト レージ (NAS) のOracleスト レージ構成に関す

るデータ  (Oracleインスタンス、 表領域、 データファイルなど) を収集します。 

Oracle インスタンス用に構成されているスト レージ要素は、 物理データベーススト レージと論理データベー

ススト レージに分類されます。
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— 物理データベーススト レージには、システムスト レージリソース (ファイルシステムまたはパーティ

シ ョ ン ) を直接消費するか、 ASM ファイル上に配置されているデータファイルと REDOログが含まれ

ます。 

— 論理データベーススト レージには、 さまざまな物理および論理ストレージエンティテ ィ を消費する

インスタンス内に作成された表領域などのエンティテ ィが含まれます。 

このスト レージスキャナーは、 データベース要素とスト レージ資産との関係を、 表1 で示されるように識別

します。

Oracleデータベーススキャナーの構成とデプロイの方法については、『Storage Visibility and Automationインス

トールおよび管理ガイド』 を参照して ください。

•  Storage Essentialsからの更新

•  Storage Essentialsで開く  (クリ ック&起動)

•  スト レージデバイス

•  Storage Host Agent Extension (SHA)

•  サーバー資産

•  SAN アレイ資産

•  ファブリ ック資産

Storage Essentialsからの更新

「Storage Essentialsからの更新」 を要求するには、 SAのアクセス権が必要です。 詳細については、 『Storage
Visibility and Automationインストールおよび管理ガイド』 を参照して ください。

「Storage Essentialsからの更新」は [アクシ ョ ン] メニューのオプシ ョ ンであり、SANアレイやNetAppファイラー

など各スト レージデバイスのスト レージ情報の更新を要求します。SE Connectorは、デバイスレベルでの更新

が要求されたときに、 ス ト レージシステムに対してこのデータ同期を提供します。 

SE Connectorは、 ス ト レージデバイスと直接通信してデバイスに関するデータを収集するわけではありませ

ん。 SE ConnectorはStorage Essentialsから個別のスト レージデバイスに関するデータを収集します。 この要求

では、 SEリポジト リのデータがモデルリポジト リにコピーされます。 

SEが特定のスト レージ要素でGAEDを実行している間、「Storage Essentialsからの更新」 アクシ ョ ンの実行を待

機する時間の最大値を、 SE Connector で指定できます。 次のプロパティでは、 GAEDが実行されている場合の

「Storage Essentialsからの更新」 アクシ ョ ンのデフォルトの最大待機時間を指定します。

表1 データベース資産とSANの関係

データベース資産 外部スト レージ資産 依存関係 説明

SANベースの物理

データベース

スト レージ

サーバー資産

SANアレイ資産

ファブリ ック資産

NetApp資産

ブロック

スト レージの

依存関係

データベーススト レージ要素と SAN ア

レイの依存関係チェーンを、 システム

(サーバー ) リソースとファブリ ックの

視点から示します。 

NASベースの物理

データベース

スト レージ

サーバー資産

NetApp資産

NASスト レージ

の依存関係

データベースストレージ要素、サーバー

リソース、 NetAppの依存関係チェーンを

示します。
資産検出 15



com.creekpath.agent.common.devices.manual.full.sync.max.wait.minutes=10080

[ジ ョブとセッシ ョ ン] のユーザーインターフェイスに、更新要求のステータスが表示されます。 「成功」 はモ

デルリポジト リの更新が完了したことを示します。 また、 ジ ョ ブのタイムスタンプには、 「Storage Essentials

からの更新」 要求に関する次の情報が表示されます。
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• 要求が行われた日時

• 更新ジョブのステータス。 次のいずれかです。

— 成功 : 要求が正常に送信されました。 SE Connectorは要求されたデバイスのデータを収集して、 Web

サービスデータアクセスエンジンに送信しました。 

— エラー : 要求は送信されませんでした。 SE Connectorが稼働していることを確認し、 停止している場

合は起動して ください。問題が引き続き発生する場合は、管理対象サーバーでSE Connectorのログを

確認して、 エラーを解決して ください。 まずpam-0-0.traceログファイルを確認し、 その後で他の

ト レースファイルを確認します。

ジ ョ ブとセッシ ョ ンの詳細については、 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

•  スト レージスキャナー

•  Storage Essentialsで開く  (クリ ック&起動)

•  SAN アレイ資産

Storage Essentialsで開く  (クリ ック&起動)

「Storage Essentialsで開く 」 は [アクシ ョ ン] メニューのオプシ ョ ンであり、 SANアレイやNetAppファイラーな

ど個々のスト レージデバイスに対して Storage Essentials を起動します。 また、 デバイスを選択した後に右ク

リ ックすることで、 そのデバイスに対して Storage Essentials を起動することもできます。 これは一般的にク

リ ック&起動ユーザーインタフェースと呼ばれます。

SE Connectorは、 Storage Essentialsのスタンドアロン構成で管理されるスト レージデバイスに対するクリ ック

&起動をサポート しています。 このオプシ ョ ンは、 Storage EssentialsをHP Systems Insight Managerと統合した

環境ではサポート されません。

クリ ック &起動を使用するには、 SEアカウン トへのログインが必要です。 他のストレージオブジェク ト を選

択してクリ ック&起動を選択すると  (同じセッシ ョ ン中)、SEの初期ログイン画面が開きます。このように、HP

Server AutomationとStorage Essentialsでは、 シングルサインオン機能は使用できません。

SEは、 スト レージデバイスから起動して ください。 ホストからは起動できません。 

•  スト レージスキャナー

•  Storage Essentialsからの更新

•  SAN アレイ資産

ス ト レージデバイス

Storage Visibility and Automation モデルでは、 スト レージデバイスとはボリュームやエクステン トなど、 物理

的なデータが実際に格納されているエンティテ ィ を指します。したがって、ス ト レージデバイスは、物理ディ

スク、 パーテ ィシ ョ ン、 データベース表領域など、 バイ ト単位の容量を持つブロックスト レージデバイスだ

と考えることができます。 

スト レージデバイスには、 次の2つの種類があります。

— 論理ボリューム: パーティシ ョ ン、データベース表領域、 リモート イニシエーターボリュームなどの

ブロックスト レージエクステン ト。

— 物理ディスク : スト レージアレイやスピンドルなど、ス ト レージシステムにRAWスト レージを提供す

る物理スト レージデバイス。
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スト レージデバイスの削除

このアクシ ョ ンを実行すると、 ス ト レージデバイス (SANアレイ、 NASファイラー、データベース) がモデルリ

ポジト リから削除されます。

モデルリポジト リからスト レージデバイスを削除するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] を選択し、デバイスタイプ (SANアレイ、 NASファイ

ラーなど) を選択します。 

または

ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 内容ペインでデバイスを選択します。 複数のデバイスを選択できます。

3 [アクシ ョ ン] メニューから  [削除] を選択します。

4 [削除] ダイアログボックスで、 [削除] をクリ ックするとデバイスがモデルリポジト リから削除されます。

•  サーバー資産

•  SAN アレイ資産

•  ファブリ ック資産

•  Oracleデータベース資産

•  スト レージデバイスの削除

Storage Host Agent Extension (SHA)

Storage Host Agent Extension (SHA) は、管理対象サーバー上で実行されるモジュールであり、管理対象サーバー

上でスト レージに関するデータを検出します。検出されるデータには、 ファイバーチャネルアダプター (FCA)

ハードウェアと ド ライバ－、 ファイルシステムマウン ト、 ESXサーバー上で利用可能なス ト レージとその仮

想マシンに割り当てられているスト レージなどがあります。

SHAは、 エージェン トではな く、 C++/Python モジュールなので、 実行ジ ョ ブと してスケジュールすることが

可能です。 このモジュールは管理対象サーバー上で稼働し、 XML出力を生成してSAコアに送信します。 生成

されたXML出力データはモデルリポジト リに保存され、 ここから取得されたデータがユーザーインタフェー

スで表示されます。

図1は、 管理対象サーバー上のストレージ関連データをSHAが取得するプロセス全体を示しています。

図1 管理対象サーバーでのSHA
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•  サーバー資産

•  SAN アレイ資産

•  ファブリ ック資産

サーバー資産 

この機能は、スト レージエリアネッ トワーク  (SAN) やネッ トワーク接続スト レージ (NAS) に接続されている管

理対象サーバーのスト レージ構成に関する情報を表示します。 この構成を参照することで、 SAN要素とNAS要

素への依存関係を把握できます。

サーバー内にあるスト レージ要素 (サーバー資産) には、 ボリュームや物理ハードウェアなどの論理エンティ

テ ィが含まれます。サーバー資産では、FCAとFCAド ライバー、ボリュームマウン ト、ボリュームマネージャー

など、 管理対象サーバーのスト レージ関連情報を表示および評価することができます。

サーバースト レージ要素を検出するプロセスでは、 管理対象サーバーに定期的に問い合わせ、 データをコア

にプッシュします。

ハードウェア登録プロセスが完了すると、 Storage Visibility and Automationはサーバースト レージ資産を表示

します。 一般的に、 ハードウェアの登録はSE Connectorのデプロイメン トの最初の24時間以内に実行されま

す。 ハードウェア登録プロセスを手動で開始する方法については、 『SAユーザーガイド : Server Automation』
を参照して ください。

ス ト レージデータを収集するジ ョブのスケジュールを設定できます。 サーバー資産検出のスケジュール設定

(21ページ) を参照して く ださい。

サーバー管理者は次の内容を表示できます。

• 各管理対象サーバー内にあるスト レージ関連情報。 FCAおよびFCAド ライバー、 ボリュームマウン ト、 ボ

リュームマネージャーの情報など

• SANがホストに提供しているスト レージリソースの中で、 マウン ト解除状態のリソース

• サーバー内のアプリケーシ ョ ンに関連付けられているスト レージ要素 (使用ボリュームなど ) のアグリ

ゲート情報

また、 アプリケーシ ョ ンや1 つの管理対象サーバーに関連付けられているダウンスト リームの物理または論

理スト レージ要素にも簡単にナビゲーシ ョ ンできます。 ス ト レージサプライチェーンのあらゆるレベルにド

リルダウンし、 関連付けられたスト レージエンティテ ィ を表示できます。

• 物理エンテ ィテ ィ : ファイバースイッチ、 ファイラー、 ディスクなど

• 論理エンテ ィテ ィ : ゾーン、 LUNなど

これらのエンテ ィテ ィから ド リルダウンまたはド リルアップし、 複数の選択したアプリケーシ ョ ンや管理対

象サーバーが共有するスト レージリソースを確認できます。

Storage Visibility and Automationは、 次のサーバー資産を取得します。

• ファイバーチャネルアダプター (FCA) : アクティブなファイバーチャネルアダプター (FCA) のストレー

ジ情報。 ス ト レージ業界では、 フ ァイバーチャネル以外のプロ ト コルを使用するハードウェアインタ

フェースにもFCAを使用します。 Storage Visibility and Automationは、 FCAのメーカー、 モデル、 シリアル

番号、ソフ トウェアド ライバーのバージ ョ ン、ソフ トウェアファームウェアバージ ョ ン、物理ハードウェ

アバージ ョ ンを検出します。 

• ファイバーチャネルアダプターポート : 外部へのアクセスに使用するFCAのポート。アクティブなファ

イバーチャネルポートのワールドワイ ド名 (WWN) に関するス ト レージ情報。 FCA ポート と FC スイ ッチ

ポートの接続に関するスト レージ情報については、 ファブリ ック資産 (50ページ) を参照して ください。
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• ベースボリューム: RAWスト レージの基本容量 (初期スト レージ)。 このRAWスト レージは、 上位レイヤー

(ボリュームマネージャー、 ファイルシステム ) で仮想化され、 消費することができます。 このスト レー

ジ要素には、 ローカルスト レージ (ルートボリューム ) ベースのディスクと直接接続ストレージ (DAS) が

あります。 

• ルートボリューム (ローカルと DAS): ローカルディスクと DASベースのディスクによってローカルのルー

トボリュームとして認識されるスト レージ。 スピンドルやディスクコン トローラーに関するハードウェ

ア情報は取得されません。

• マルチパス IO (MPIO): MPIO ソフ トウェアと、 ファイバーチャネルプロ ト コルベースでリモートス ト レー

ジボリュームにアクセスするすべてのスト レージアクセスパスに関する情報。 これには、 サーバーにバ

インド されている各LUNのアクセスパス情報が含まれます。Storage Visibility and Automationは、パスごと

に次の情報を取得します。

— パスの状態: アクテ ィブまたはパッシブ

— 優先パスかどうか

— 各パスが使用するFCAポート

• ボリュームマネージャー (論理ボリュームマネージャー /論理ディスクマネージャー ): ネイティブまたは

サードパーティのボリュームマネージャーソフ トウェアの情報。 これには、 容量とスト レージレイアウ

ト、 ボリュームマネージャーが消費または提供する容量とスト レージレイアウトなど、 ス ト レージのあ

らゆる側面からの情報が含まれます。 Storage Visibility and Automationは、 ボリュームマネージャー内部

の詳細情報は提供しませんが、ボリュームマネージャーが提供する各ボリュームについて、初期ストレー

ジへの依存関係 (消費されるスト レージを含む依存関係チェーンなど) を表示します。 SEは、 レイヤー構

造を持つボリュームマネージャーやボリュームをサポート しません。

• 消費されるスト レージ : ボリュームマネージャーがサーバーの初期状態ストレージから直接消費するス

ト レージ。SEは、対象となるボリュームグループ (ディスクグループ) が消費可能なスト レージ (サーバー

レベルの初期スト レージのみ) を提供している場合、スト レージ容量を検出します。また、Storage Visibility

and Automationは、 ボリュームマネージャーが外部スト レージを消費する場合、 消費するス ト レージを

取得します。 ボリュームマネージャーのボリューム作成では、 仮想化されないストレージリソースもあ

ります。

• 生成されるスト レージ : ボリュームグループ (ディスクグループ ) のタイプが生成されるスト レージ (ボ

リューム) のタイプ (SIMPLE、 RAID5など) である場合のスト レージ容量。 生成されるスト レージは、 ホス

ト されているサービス (ファイルシステム、 ボリュームマネージャー、 データベースなど) によって作成

されるスト レージユニッ トで構成されます。 

• ファイルシステム : 生成されるスト レージを消費します。 ボリュームマネージャーが提供するボ

リュームによって提供されるスト レージと初期スト レージをベースにするファイルシステムの情報を取

得します。 Storage Visibility and Automationは、 ブロック ド ライバー、 クラスターサイズ、 リモートかど

うか、 ファイルシステムサイズ、 ファイルシステムのタイプ (nfs、 ufs、 vxfs、 hfs、 ext2、 ext3、 ntfsなど)、

マウン トポイン ト、 ルートおよびスト レージ容量などの情報を検出します。 また、 NetAppベースのファ

イルシステムの依存関係チェーンも検出します。 詳細については、 (51 ページ ) を参照して ください。 こ

のリ リースでは、 Storage Visibility and Automationは分散ファイルシステムをサポート しません。

•  サーバー資産検出のスケジュール設定
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スト レージトポロジ

図2は、 物理ディスクからボリューム、 ボリュームからファイルシステムをボリュームマネージャーを使用

して構築する方法を示しています。

図2 スト レージ階層

レイヤー 4には、サーバーにアタ ッチされている物理ディスクとLUNがあります。物理ディスクはサーバーの

ローカルディスクであり、 LUNは外部スト レージシステム (ネッ トワーク接続ストレージまたはストレージ接

続ネッ トワーク ) の論理ユニッ トです。 

レイヤー 3には物理パーティシ ョ ンがあります。 このパーティシ ョ ンは、 1つまたは複数の物理ドライブと論

理ユニッ トから作成されています。 

レイヤー 2 にはボリュームグループがあります。 このグループは1 つまたは複数の物理ボリュームで構成さ

れ、 システム内に複数のボリュームグループを作成できます。 このボリュームグループは、 さまざまなサイ

ズの論理ボリュームに分割できます。 論理ボリュームは、 ボリュームグループ内にある複数の物理グループ

から作成する方法と、 単一の物理ボリュームから作成する方法があります。 論理ボリュームには、 ファイル

システム、 スワップ領域、 rawデータを含めることができます。 

レイヤー 1には、 論理ボリュームにマウン ト されているファイルシステムがあります。 

サーバー資産検出のスケジュール設定

Storage Visibility and Automation では、 サーバースト レージ要素を検出するプロセスが管理対象サーバーに定

期的に問い合わせ、 データをコアにプッシュします。 ス ト レージデータを収集するジ ョブのスケジュールを

設定できます。 ジ ョ ブ と ジ ョ ブのスケジュール設定の詳細については、 『SA ユーザーガイ ド : Server
Automation』 を参照して ください。
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サーバースト レージとSANの関係

Storage Visibility and Automationは、 サーバースト レージ要素とその他のスト レージ資産検出機能の関係を表

示します。 表2を参照して ください。  

Storage Visibility and Automationは、 サーバーストレージ資産の検出で、 ローカルな関係は除外します。

•  よ くある質問

表2 サーバー資産とSANの関係

サーバー資産 外部要素 説明

ファイルシステム リモート ファイルシステム

(NFS でマウン ト されたファイルシステムの

依存関係のみ)

NFSマウン ト ファイル 

システムの依存関係情報のみを取得し

ます。

FCAポート 接続されているFCスイッチポート 外部へのアクセスに使用する FCA の

ポート。 アクテ ィブなファイバーチャ

ネルポートのワールドワイ ド名 (WWN)

に関するスト レージ情報。 
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よ くある質問

表3では、管理対象サーバーのサーバーストレージ要素の情報検索に関するFAQと、参照ページをまとめました。  

表3 サーバー資産に関するFAQ

質問 参照ページ

1. 管理対象サーバーのアプリケーシ ョ ンス ト レージ

構成はどのようになっていますか。

• サーバーにマウン ト されたファイルシステ

ムの表示 (25ページ) 

• サーバーがホストするデータベースの表示 

(36ページ) 

2. アプリケーシ ョ ンのパフォーマンス低下の原因は

何ですか。 サーバース ト レージ構成はアプリケー

シ ョ ンにどのよ うな影響を与えますか。 どのよう

なリ ソースがアプリケーシ ョ ン間で共有されてい

ますか。

• FCAのポート とボリュームの表示 (24ページ) 

• ポート接続とゾーンの表示 (25ページ) 

• スト レージターゲッ トに対するアクセスパ

スの表示 (34ページ) 

• サーバーにアタ ッチされたファブリ ックの

表示 (35ページ) 

• リモート イニシエーターへのアクセスパス

を持つスト レージボリュームの表示 (42ペー

ジ) 

• ボリュームからのアクセスパスの表示 (47

ページ) 

3. アプリケーシ ョ ンは、 サーバース ト レージ資産を

通じて、 どのような SAN要素 ( スイッチ、 アレイ、

ゲートウェイ ) に依存していますか。

• 管理対象サーバーのボリュームの前提と依

存の表示 (28ページ) 

• サーバーにマウン ト されたファイルシステ

ムの表示 (25ページ) 

• ボリュームの詳細情報の表示 (26ページ) 

4. アプリケーシ ョ ンと管理対象サーバーのス ト レー

ジは拡張可能ですか。

• サーバーのストレージサマリーの表示 (25

ページ) 

• サーバーにマウン ト されたファイルシステ

ムの表示 (25ページ) 

• ディスク上に作成されたボリュームの表示 

(32ページ) 

5. 重要なアプリケーシ ョ ンでは、 マルチパスなどの

高可用性機能が構成されていますか。

• FCAのポート とボリュームの表示 (24ページ) 

6. SAN が管理対象サーバーに提供しているス ト レー

ジリソースの中にマウン ト解除状態のものがあり

ますか。

• ボリュームからのアクセスパスの表示 (47

ページ) 

7. サーバー内のアプリケーシ ョ ンに関連付けられて

いるス ト レージ要素 ( 使用ボリ ューム ) のアグリ

ゲート情報はどのような方法で確認できますか。

• アグリゲートス ト レージサプライチェーン

の前提の表示 (33ページ) 
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サーバーにアタ ッチされたFCAの表示

ファイバーチャネル接続のト ラブルシューティングを行い、 インベン ト リ、 稼働状態、 ファイバーチャネル

アダプター経由で消費されているス ト レージリ ソースを識別するには、 どの FCAが管理対象サーバーにア

タ ッチされているのかを把握する必要があります。

サーバーにアタ ッチされているFCAを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインで、 サーバーを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [ハードウェア] を選択します。 [ハードウェア] ペインには、 サーバーと

サーバーにアタ ッチされたFCAの情報 ( メーカー、 モデル、 プロセッサー、 メモリ  (RAM)、 メモリ  (SWAP)

など) が表示されます。 これは、 Storage Host Agent Extension (SHA) によって取得された情報です。

•  FCAのポート とボリュームの表示

FCAのポート とボリュームの表示

FCAのポート とボリュームを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ナビゲーシ ョ ンペインで [インベン ト リ ] を選択します。

4 ビューペインで、[ハードウェア] リス ト を展開してからファイバーチャネルアダプター (FCA) 名を選択し

ます。 詳細については、 サーバー資産 (19ページ) を参照して ください。

•  サーバーにアタ ッチされたFCAの表示

8. アプリケーシ ョ ンまたは1 つの管理対象サーバー

に関連付けられているダウンス ト リームの物理ス

ト レージ要素や論理ス ト レージ要素はどのような

方法で確認できますか。

• 管理対象サーバーのボリュームの前提と依

存の表示 (28ページ) 

9. 関連付けられている次のよ う なス ト レージエン

テ ィ テ ィは、 ス ト レージサプライチェーン内の任

意のレベルで、 どのような方法で確認できますか。

• 物理エンテ ィテ ィ : ファイバースイッチ、 ファ

イラー、 ディスクなど

• 論理エンテ ィテ ィ : ゾーン、 LUNなど

• FCAのポート とボリュームの表示 (24ページ) 

• ポート接続とゾーンの表示 (25ページ) 

10. 複数のアプリケーシ ョ ンやサーバーが共有するス

ト レージリソースを表示できますか。

• リモート イニシエーターへのアクセスパス

を持つスト レージボリュームの表示 (42ペー

ジ) 

• NASファイラーのスト レージ構成の表示 (54

ページ) 

表3 サーバー資産に関するFAQ （続き）

質問 参照ページ
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ポート接続とゾーンの表示

ポートが接続されているスイッチポート と、 ポートが所属するゾーンを表示するには、 次の手順を実行

します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ナビゲーシ ョ ンペインで [インベン ト リ ] を選択します。

4 ビューペインで、 [ハードウェア ] リス ト を展開してからファイバーチャネルポートを選択します。 内容

ペインが開き、 FCAポートの情報が表示されます。

•  サーバーにアタ ッチされたFCAの表示

サーバーのスト レージサマリーの表示

管理対象サーバーのスト レージサマリーを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] を選択します。 内容ペインが開き、 ファイルシステム、

ローカル接続ス ト レージ、 直接接続ス ト レージ (DAS)、 SAN ス ト レージ、 ネッ トワーク接続ス ト レージ

(NAS)、 データベーススト レージなど、 ス ト レージに関する情報が表示されます。

•  サーバーにマウン ト されたファイルシステムの表示

•  ファイルシステムのプロパティの表示

サーバーにマウン ト されたファイルシステムの表示

サーバーにマウン ト されたファイルシステムを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、[インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ファイルシステム] を選択します。内容ペインが開き、

選択したサーバーにマウン ト されているすべてのファイルシステムに関する情報が表示されます。

•  ディスク上に作成されたファイルシステムの表示

•  ファイルシステムのプロパティの表示

ファイルシステムのプロパティの表示

ファイルシステムのプロパティ を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ファイルシステム] を選択します。

4 内容ペインでファイルシステムを選択します。 [プロパティ ] ペインが開き、 ファイルシステムの詳細情

報が表示されます。

•  サーバーにマウン ト されたファイルシステムの表示
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ボリュームの詳細情報の表示

ボリュームのプロパティ、 合成、 ディスク、 アクセスパス、 接続などの詳細情報がボリュームごとに表示さ

れます。

ボリュームの詳細情報を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ファイルシステム] を選択します。

4 内容ペインでファイルシステムを選択すると、 [ボリューム] ペインが開きます。

5 [表示] ドロップダウンリストで [ボリューム] を選択します。

6 (オプシ ョ ン ) [表示] ドロップダウンリストのオプシ ョ ンを選択すると、 プロパティ、 ボリューム、 ディ

スク、 接続をボリュームごとに表示できます。

•  ボリュームのプロパティの表示

•  管理対象サーバーのボリュームの前提と依存の表示

•  ディスク上に作成されたボリュームの表示

ローカルディスクの表示

ファイルシステムが使用するローカルディスクを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ファイルシステム] を選択します。

4 内容ペインでファイルシステムを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [ディスク ] を選択します。 [ディスク ] ペインが開き、 ファイルシステム

が消費するディスクに関する情報が表示されます。

•  リモートのSANベースボリュームの表示

•  ローカルディスクまたはサーバーにアタ ッチされたDASの表示

ス ト レージサプライチェーンの表示

スト レージサプライチェーンをツリー構造で表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ファイルシステム] を選択します。

4 内容ペインでファイルシステムを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [接続] を選択します。 [接続] ペインが開き、 選択したファイルシステム

のスト レージサプライチェーンが表示されます。

•  サーバーにマウン ト されたファイルシステムの表示
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•  ファイルシステムのプロパティの表示
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ボリュームのプロパティの表示

ボリュームのプロパティ を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 内容ペインでボリュームを選択します。

5 [表示 ] ドロップダウンリストで [ プロパティ ] を選択します。 [ プロパティ ] ペインが開き、 選択したボ

リュームに関する情報が表示されます。

注: 一部のWindowsサーバーでは、 マルチパスソフ トウェアを新し く インストールすると、管理対象サーバー

の [ディスクの管理] パネルに 「形式の異なるディスク」 と表示されることがあります。 このディスク上にあ

るボリュームは、 [ディスクの管理] パネルに表示されません。 ただし、 この管理対象サーバーでストレージ

スナップシ ョ ッ ト仕様を実行すると、ボリュームは [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] パネルに表

示されるようになります。 Windowsサーバーにログインし、 ディスクの管理ウィザードを起動して、 「形式の

異なるディスク」 と表示されているディスクをインポート します。 インポートが完了したら、 ス ト レージス

ナップシ ョ ッ ト仕様をこの管理対象サーバーで実行します。

•  マウン ト解除されたボリュームのプロパティの表示

管理対象サーバーのボリュームの前提と依存の表示

ボリュームスト レージサプライチェーンの前提と依存を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 内容ペインでボリュームを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [合成] を選択します。 [合成] ペインが開きます。

6 (オプシ ョ ン) [合成] ペインでスト レージリソースを右クリ ックして、対応するSANアレイブラウザーが開

きます。

•  アグリゲートの前提と依存の表示

•  NASファイラーのボリュームの前提と依存の表示

•  REDOログの前提と依存の表示

•  データファイルの前提と依存の表示

•  表領域の前提と依存の表示

•  アグリゲートス ト レージサプライチェーンの前提の表示

•  管理対象サーバーのボリュームの前提と依存の表示

•  ボリュームの合成の表示

•  ボリュームの詳細情報の表示

•  ボリュームのプロパティの表示

•  SAN アレイ資産
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ボリュームのアクセスパスの表示

アクセスパスには、 ターゲッ ト、 ターゲッ トポート、 LUN ベースボリュームがあります。 アクセスパスを表

示することにより、 ボリュームのMPIO構成を把握できます。

アクセスパスのリスト を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 内容ペインでボリュームを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [アクセスパス] を選択します。 [アクセスパス] ペインが開き、 ターゲッ

ト、 ターゲッ トポート、 LUNベースボリュームなど、 MPIO構成がアクセスパスのリストで表示されます。
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6 (オプシ ョ ン) パスを選択し、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• ターゲッ ト を開く  - AAA アクセス権に応じて、 SAN アレイブラウザーまたはNAS ファイラーブラウ

ザーが開きます。

• ターゲッ トポート を開く  - AAAアクセス権に応じて、 SANアレイポートブラウザーまたはNASファイ

ラーポートブラウザーが開きます。

• ターゲッ トボリュームを開く  - AAA アクセス権に応じて、 SAN アレイボリュームブラウザーまたは

NASファイラーボリュームブラウザーが開きます。

•  ボリューム接続の表示

ボリューム接続の表示

ボリュームの接続を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 内容ペインでボリュームを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [接続] を選択します。 [接続] ペインが開き、 ボリュームの接続情報が表

示されます。

6 (オプシ ョ ン) レベルを選択し、 [アクシ ョ ン] > [開く ] ([Enter] キー ) を選択すると、 SANアレイブラウザー

またはNASファイラーブラウザーが開きます。

ボリュームが使用するディスクの表示

ボリュームが使用するディスクを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 内容ペインでボリュームを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [ディスク ] を選択します。 [ディスク ] ペインが開き、 ボリュームが消費

するディスクに関する情報が表示されます。

•  リモートのSANベースボリュームの表示

•  ローカルディスクの表示

•  ローカルディスクまたはサーバーにアタ ッチされたDASの表示

ローカルディスクまたはサーバーにアタ ッチされたDASの表示

ローカルディスクまたは管理対象サーバーにアタ ッチされているDASを表示するには、 次の手順を実行

します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。
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3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ディスク] を選択します。 内容ペインが開き、 ディス

クの情報が表示されます。

•  リモートのSANベースボリュームの表示

•  ローカルディスクの表示
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ディスクのプロパテ ィの表示

NASファイラーのディスクのプロパティを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ディスク] を選択します。

4 ディスクを選択すると、 プロパティペインが開きます。

•  ディスク上に作成されたボリュームの表示

ディスク上に作成されたボリュームの表示

選択したディスク上に作成されたボリュームを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ディスク] を選択します。

4 ディスクを選択し、 [表示] ドロップダウンリストから  [ボリューム] を選択します。

•  ボリュームの詳細情報の表示

•  マネージャーソフ トウェアによって提供されるボリュームの表示

ディスク上に作成されたファイルシステムの表示

選択したディスク上に作成されたファイルシステムを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ディスク] を選択します。

4 ディスクを選択し、 [表示] ドロップダウンリストから  [ファイルシステム] を選択します。

•  サーバーにマウン ト されたファイルシステムの表示

•  ファイルシステムのプロパティの表示

ボリュームマネージャー、 MPIO、 VMFS、 ZFS、 ASMの表示

サーバー上のマネージャーソフ トウェアを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [マネージャーソフ トウェア] を選択します。

4 内容ペインで、 インベン ト リ要素 (Oracle Automatic Storage Management (ASM) ディスクグループなど ) を

選択します。 

•  マネージャーソフ トウェアによって提供されるボリュームの表示
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マネージャーソフ トウェアによって提供されるボリュームの表示

マネージャーソフ トウェアによって提供されるボリュームを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [マネージャーソフ トウェア] を選択します。

4 マネージャーソフ トウェアを選択すると、 下の内容ペインに詳細情報が表示されます。

•  ボリュームの詳細情報の表示

•  ディスク上に作成されたボリュームの表示

マウン ト解除されたボリュームのプロパティの表示

マウン ト解除されたボリュームのプロパティ を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [マウン ト解除されたボリューム] を選択します。

4 ボリュームを選択し、 [表示] ドロップダウンリストから  [プロパティ ] を選択します。

•  ボリュームのプロパティの表示

•  マウン ト解除されたボリュームのプロパティの表示

アグリゲートス ト レージサプライチェーンの前提の表示

アグリゲートスト レージサプライチェーンの前提を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [マウン ト解除されたボリューム] を選択します。

4 ボリュームを選択し、 [表示] ドロップダウンリストから  [合成] を選択します。

5 (オプシ ョ ン) [合成] ペインで前提または依存を選択すると、 SANアレイブラウザーが開きます。

•  アグリゲートの前提と依存の表示

•  NASファイラーのボリュームの前提と依存の表示

•  REDOログの前提と依存の表示

•  データファイルの前提と依存の表示

•  表領域の前提と依存の表示

•  ボリュームの合成の表示

•  管理対象サーバーのボリュームの前提と依存の表示
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リモートのSANベースボリュームの表示

リモートのSANベースボリュームを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [マウン ト解除されたボリューム] を選択します。

4 内容ペインでボリュームを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [ディスク ] を選択します。 [ディスク ] ペインが開き、 マウン ト解除され

たボリュームが消費するディスクに関する情報が表示されます。

6 (オプシ ョ ン) ボリュームがLUNベースである場合、 これを開く とSANアレイブラウザーが表示されます。

•  ローカルディスクの表示

•  ローカルディスクまたはサーバーにアタ ッチされたDASの表示

ス ト レージターゲッ トの表示

スト レージターゲッ ト  (SANアレイまたはNASファイラー (ブロック )) を表示するには、 次の手順を実行し

ます。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [関係] > [スト レージターゲッ ト ] を選択します。

•  スト レージターゲッ トに対するアクセスパスの表示

ス ト レージターゲッ トに対するアクセスパスの表示

スト レージターゲッ トに対するアクセスパスを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [関係] > [スト レージターゲッ ト ] を選択します。

4 ターゲッ ト を選択すると、 アクセスパスが表示されます。

5 (オプシ ョ ン) アクセスパスを選択し、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• ターゲッ トを開く  - AAAアクセス権に応じて、SANアレイブラウザーまたはNASファイラーブラウザー

が開きます。

• ターゲッ トポート を開く  - AAAアクセス権に応じて、 SANアレイポートブラウザーまたはNASファイ

ラーポートブラウザーが開きます。

• ターゲッ トボリュームを開く  - AAA アクセス権に応じて、 SAN アレイボリュームブラウザーまたは

NASファイラーボリュームブラウザーが開きます。

•  スト レージターゲッ トの表示
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サーバーにアタ ッチされたスイッチの表示

管理対象サーバーにアタ ッチされているスイッチを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [関係] > [SANスイッチ] を選択します。

•  サーバーにアタ ッチされたファブリ ックの表示

サーバーにアタ ッチされたファブリ ックの表示

管理対象サーバーにアタ ッチされているファブリ ックを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [関係] > [SANファブリ ック] を選択します。

•  サーバーにアタ ッチされたスイッチの表示

•  ファブリ ックにアタ ッチされているFCAポートの表示

ファブリ ックにアタ ッチされているFCAポートの表示

ファブリ ックにアタ ッチされているFCAポート を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [関係] > [SANファブリ ック] を選択します。

4 [表示] ドロップダウンリストで [ポート ] を選択します。

•  サーバーにアタ ッチされたファブリ ックの表示

ゾーンメンバーシップの表示

管理対象サーバーがメンバーとして所属するファブリ ックのゾーンを表示するには、 次の手順を実行し

ます。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [関係] > [SANファブリ ック] を選択します。

4 [表示] ドロップダウンリストで [ゾーン] を選択します。

•  サーバーにアタ ッチされたファブリ ックの表示
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サーバーがホストするデータベースの表示

選択したサーバーがホストするデータベースを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [すべての管理対象サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 ビューペインで、 [関係] > [データベース] を選択します。

4 (オプシ ョ ン ) データベースを選択して開く と、 データベースブラウザーが表示されます。 データベース

をホスト しているサーバーに対して読み取りアクセス権が必要です。

•  データベースの表示

ス ト レージイニシエーターとボリュームの表示

スト レージイニシエーターと、 イニシエーターごとのボリュームを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [サーバー ] > [仮想サーバー ] を選択します。

2 内容ペインでESXサーバーを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

3 [関係] > [スト レージイニシエーター ] を選択します。

4 イニシエーターを選択すると、 関連付けられているボリュームが表示されます。

SAN アレイ資産 

SANアレイ資産では、 SANにアタ ッチされている各種スト レージアレイ構成に関する情報を表示します。サー

バーに直接アタ ッチされているSANアレイデバイスは、表示対象に含まれません。 SEは、標準のSANアレイ資

産とベンダー固有の資産を取得します。

サーバー管理者は次の内容を表示できます。

— SANアレイスト レージの利用率と構成

— SANアレイのセキュリテ ィ構成

— アプリケーシ ョ ンまたはホストが共有するスト レージリソース

SEは、 次の標準的なSANアレイ資産を取得します。

SANアレイ  (スト レージシステム) : SANアレイ構成情報。 SEは、 IPベースのネッ トワークメカニズムを使

用し て、 デバイスやデバイスイ ン タ フ ェ ース (API やCLI など ) にアクセス し ます。 Storage Visibility and

Automationは、 SAN アレイのメーカー、 モデル、 シリアル番号、 ファームウェアバージ ョ ン、 ス ト レージ容

量を検出します。

ディスクコン ト ローラー : アレイで使用されるディ スクコン ト ローラーが検出されます。 ただし、 Storage

Visibility and Automationのユーザーインタフェースでは、ディスクコン ト ローラーとディスクの関連付けや関

係は表示されません。

ス ト レージボリ ューム : デ ィ スクから割り当てられたス ト レージボリ ューム。 Storage Visibility and

Automationは、 スト レージ容量、 ブロックサイズ (利用可能な場合)、 ス ト レージタイプ、ボリュームIDを検出

します。メ タボリューム (デバイス) は、通常のスト レージボリュームを複数使用して作成される合成ボリュー

ムです。
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合成ボリューム : 一部のSAN アレイは合成ボリュームをサポート します。 このタイプのアレイについては、

Storage Visibility and Automationは合成ボリュームの情報を取得します。合成ボリュームでは、個々のストレー

ジボリュームを結合して大容量スト レージを作成できます。

ポート コン ト ローラー : ポート コン ト ローラーと、 コン ト ローラーにあるファブリ ックポートのリスト。

ファブリ ックポート : SANアレイファブリ ックポートは、SANアレイとファイバースイッチ (スタンドアロンま

たはファブリ ックの一部) をつなぐFC接続に使用されます。 Storage Visibility and Automationは、 システム内蔵

のファブリ ッ クポートの情報は取得しません。 取得の対象となるのは、 ポート番号、 状態 ( オフラインまた

はオンライン)、 ワールドワイ ド名です。

ス ト レージプール : 一部のSAN アレイでは、 同じ特性を持つボリュームをグループ化することができま

す。 たとえば、 HP XPまたはHitachi SANアレイの場合、 アレイグループと呼ばれるエンティテ ィにスト レージ

ボリュームグループをまとめてグループ化します。ス ト レージプールの概念は、すべてのSANアレイでサポー

ト されているわけではありません。 ス ト レージプールの概念をサポート しない SAN アレイの場合、 Storage

Visibility and Automationはスト レージタイプとスト レージ容量を取得します。サポートするSANアレイの場合、

プール内の空きエクステン トの情報を取得します。ス ト レージプールをサポート しないデバイスについては、

HPはスト レージタイプに基づいてスト レージボリューム用にスト レージプールを作成します。

LUNマッピング: LUNマッピング情報には、 スト レージボリューム、 SANアレイポート、 LUN ID、 ホスト FCポー

ト /FCA情報が含まれます。

•  SANアレイ資産と他の機能との関係

SANアレイ資産と他の機能との関係

Storage Visibility and Automationは、 SANアレイ要素とその他のスト レージ資産検出機能の関係を表示します。

表4を参照して ください。  

Storage Essentialsからの更新

SEからスト レージ情報を収集する間隔はデフォルトでは12時間ですが、 これよりも高い頻度でSANアレイ情

報を更新したい場合には、 SEでデータ収集の頻度を確認し、 必要に応じて構成を変更します。 データ収集の

スケジュールの構成については、 『Storage Essentials SRM Software User Guide』 を参照して ください。 

Storage Visibility and Automationでは、 SEからのSAN情報の更新をデバイスレベル (SANアレイなど) で要求でき

ます。 詳細については、 Storage Essentialsからの更新 (15ページ) および 『Storage Visibility and Automationイ
ンストールおよび管理ガイド』 を参照して ください。

表4 SANアレイ資産と他の機能との関係

SANアレイ資産 外部要素 説明

接続されている

ファブリ ックポート

ポート接続 ファブリ ッ クを介したポイン ト間のリ

ンクを提供します。

接続されている

デバイス

ファブリ ックゾーン/エイリアス

コンテキスト

ゾーンまたはエイリアスのメンバーで

あるポートにアタ ッチされているデバ

イスの情報を取得します。
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Storage Essentialsで開く

SANアレイのストレージ情報をStorage Visibility and Automationで表示している状態で、 同じSANアレイのスト

レージ情報をStorage Essentialsでも表示したい場合には、 Storage Essentialsを起動して、 検出されたデータを

表示します。 詳細については、 Storage Essentialsで開く  (クリ ック&起動) (17ページ) を参照して ください。

よ く ある質問

表5では、 SANアレイの情報検索に関するFAQと、 参照ページをまとめました。

表5 SANアレイ資産に関するFAQ

質問 参照ページ

1. データセンター内のSANアレイではどのようなスト

レージを使用できますか。

• アレイに対して構成されているゾーンの表

示 (43ページ) 

2. どのLUNがサーバーにバインド されていますか。 • アレイのスト レージリソースを消費するス

ト レージイニシエーターの表示 (42ページ) 

• イニシエーターボリュームとポートの表示 

(42ページ) 

• リモート イニシエーターへのアクセスパス

を持つスト レージボリュームの表示 (42

ページ) 

• SANアレイポートで提供されているボ

リュームの表示 (45ページ) 

3. 重要なアプリケーシ ョ ンでは、複数のアクセスパス

など高可用性機能が設定されていますか。サーバー

とSANアレイ間に、 アプリケーシ ョ ンが使用できる

冗長パスはありますか。

• リモート イニシエーターへのアクセスパス

を持つスト レージボリュームの表示 (42

ページ) 

4. SANアレイのスト レージ利用率を確認できますか。 • アレイに対して構成されているゾーンの表

示 (43ページ) 

5. 重要なアプリケーシ ョ ンはバッ クアップの対象に

なっていますか。

• リモート イニシエーターへのアクセスパス

を持つスト レージボリュームの表示 (42

ページ) 

6. SANアレイは拡張可能ですか。 • アレイに対して構成されているゾーンの表

示 (43ページ) 

7. SANアレイの容量が不足するタイ ミングを予測でき

ますか。

• アレイに対して構成されているゾーンの表

示 (43ページ) 

8. アプリケーシ ョ ンのパフォーマンス 

低下の原因は何ですか。SAN構成はアプリケーション

にどのような影響を与えますか。 どのようなリソー

スがアプリケーション間で共有されていますか。

• リモート イニシエーターへのアクセスパス

を持つスト レージボリュームの表示 (42

ページ) 

• ボリュームからのアクセスパスの表示 (47

ページ) 
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SANアレイの表示

ハードウェアとステータスを含むSANアレイのリスト を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 SANアレイを選択すると、内容ペインにサマリーとして、 SANアレイのハードウェアとステータスに関す

る情報が表示されます。

•  SANアレイとスト レージ構成の表示

•  SANアレイのサマリーの表示

SANアレイとス ト レージ構成の表示

SANアレイとスト レージ構成を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。SANアレイのハードウェアとステータスに関する情報が表示され

ます。

3 (オプシ ョ ン) ターゲッ ト を選択し、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• 開く : 別ウィンドウが開き、 AAAアクセス権に応じてSANアレイの詳細が表示されます。

• HP Service Automation Visualizer で開く : Service Automation Visualizer (SAV) でターゲッ ト を開き、 ス

ト レージマップを表示します。

• Storage Essentialsで開く : Storage Essentialsでターゲッ ト を開きます。

• Storage Essentialsからの更新: Storage Essentialsからデバイスレベルのストレージ情報を更新するこ

とを要求します。

• 名前の変更: AAAアクセス権に応じて編集可能なフ ィールドが表示され、 表で直接SANアレイの名前

を変更できます。

• 削除 : モデルリポジト リからSANアレイを削除します。

•  SANアレイの表示

•  SANアレイのサマリーの表示

SANアレイのサマリーの表示

SANアレイのサマリーを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 ビューペインで、 [サマリー ] を選択します。

4 内容ペインでSANアレイを選択して開く と、 サマリーが表示されます。

•  SANアレイの表示

•  SANアレイとスト レージ構成の表示

•  SANアレイのハードウェア情報の表示
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SANアレイのプロパティの表示

SANアレイのプロパティ を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。 内容ペインにSANアレイのプロパティが表

示されます。
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4 (オプシ ョ ン) ターゲッ ト を選択し、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• 開く : AAAアクセス権に応じてSANアレイが表示されます。

• HP Service Automation Visualizer で開く : Service Automation Visualizer (SAV) でターゲッ ト を開き、 ス

ト レージマップを表示します。

• Storage Essentialsで開く : Storage Essentialsでターゲッ ト を開きます。

• Storage Essentialsからの更新: Storage Essentialsからデバイスレベルのストレージ情報を更新するこ

とを要求します。

• 名前の変更: ターゲッ トの名前を変更します。 変更内容はシステムに保存されます。

• 削除: モデルリポジト リからSANアレイを削除します。

•  SANアレイの表示

•  SANアレイとスト レージ構成の表示

SANアレイのカスタマーの表示

SANアレイのカスタマーを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

4 [アクシ ョ ン] メニューで [開く ] を選択するか、 右クリ ックして [開く ] を選択します。 [プロパティ ] ウィ

ンドウが開きます。

5 [変更] リンクをクリ ックすると、 [カスタマーの選択] ウィンドウが開きます。

6 カスタマーを選択し、 [選択] をクリ ックします。

•  SANアレイの履歴ログの表示

SANアレイの履歴ログの表示

SANアレイの履歴ログを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [履歴] を選択します。 内容ペインにSANアレイの履歴ログが表示されます。

4 内容ペインの履歴ログでイベン ト を選択し、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• イベン ト詳細の表示 - イベン トの詳細情報が表示されます。

または

• イベン ト を右クリ ックして [イベン ト詳細の表示] を選択します。

5 (オプシ ョ ン ) [エクスポート ] をクリ ックすると、 履歴ログを .csvファイルまたは.htmlファイルにエクス

ポートできます。

•  データベース履歴ログの表示

•  NASファイラーの履歴ログの表示
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アレイのスト レージリソースを消費するスト レージイニシエーターの表示

アレイのスト レージリソースを消費するスト レージイニシエーターを表示するには、 次の手順を実行し

ます。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [スト レージイニシエーター ] を選択します。内容ペインにスト レージイ

ニシエーターのリストが表示されます。

4 (オプシ ョ ン ) 下の内容ペインでスト レージイニシエーターを選択した後、 [アクシ ョ ン ] メニューから次

のオプシ ョ ンを選択します。

• デバイスを開く : デバイスエクスプローラーが開きます。

または

• ターゲッ ト を右クリ ックして [デバイスを開く ] を選択します。

•  イニシエーターボリュームとポートの表示

イニシエーターボリュームとポートの表示

SANアレイのイニシエーターボリュームとポート を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [スト レージイニシエーター ] を選択します。

4 SANアレイをダブルクリ ックします。 SANアレイブラウザーが開きます。

5 SANアレイブラウザーで、ストレージイニシエーターを選択します。内容ペインにイニシエーターボリュー

ムとポートのリストが表示されます。

6 (オプシ ョ ン ) 下の内容ペインでターゲッ ト を選択した後、 [アクシ ョ ン ] メニューから次のオプシ ョ ンを

選択します。

• デバイスを開く  - デバイスエクスプローラーが開き、 選択したサーバーが表示されます。

• イニシエーターポート を開く  - 選択したサーバーのハードウェア情報を表示します。

• イニシエーターボリュームを開く  - 選択したサーバーのストレージ情報を表示します。

•  リモート イニシエーターへのアクセスパスを持つスト レージボリュームの表示

•  SANアレイポートで提供されているボリュームの表示

•  アレイのスト レージリソースを消費するスト レージイニシエーターの表示

リモート イニシエーターへのアクセスパスを持つスト レージボリュームの表示

HPの管理対象でないリモート イニシエーターに対するアクセスパスを持つスト レージボリュームを表示す

るには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示 ] ドロップダウンリストで [ スト レージイニシエーター ] を選択します。 内容ペインにイニシエー

ターボリュームとポートのリストが表示されます。
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4 内容ペインでスト レージイニシエーターを選択します。

5 選択したSANアレイを右クリ ックし、 [開く ] を選択します。 内容ペインにスト レージボリュームのリス

トが表示されます。

•  イニシエーターボリュームとポートの表示

•  SANアレイポートで提供されているボリュームの表示

•  アレイのスト レージリソースを消費するスト レージイニシエーターの表示

アレイ内でアタ ッチされているファブリ ックの表示

SANアレイ内でアタ ッチされているファブリ ックを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [SAN ファブリ ック ] を選択します。 内容ペインが開き、 アタ ッチされて

いるファブリ ックの情報が表示されます。

アレイ内のファブリ ックポート と接続の表示

選択したファブリ ックのアレイポート と接続を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [ポート ] を選択します。内容ペインにアレイポートの情報が表示されます。

アレイに対して構成されているゾーンの表示 

選択したファブリ ック内のアレイに対して構成されているゾーンを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [SANファブリ ック ] を選択します。

4 内容ペインでSANアレイを開きます。

5 SANアレイブラウザーでファブリ ックを選択します。

6 [表示] ドロップダウンリストで [ゾーン] を選択します。内容ペインにゾーンセッ トの情報が表示されます。

アレイにアタ ッチされているSANスイッチの表示

アレイにアタ ッチされているSANスイッチを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [SANスイッチ] を選択します。内容ペインにSANスイッチの情報が表示さ

れます。
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4 内容ペインでSANアレイを開きます。

SANアレイのハードウェア情報の表示

SANアレイのハードウェア情報を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [ハードウェア] を選択します。 内容ペインにハードウェア情報が表示さ

れます。

•  SANアレイのサマリーの表示

SANアレイ内のフロン トエンド ファブリ ックポートの表示

SANアレイ内にあるフロン トエンド ファブリ ックポート を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [ポート ] を選択します。 内容ペインにポート情報が表示されます。
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SANアレイ内のファブリ ックポートのプロパティの表示

ファブリ ックポートのプロパティ を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [ポート ] を選択します。

4 下の内容ペインでポート を選択します。

上の内容ペインでSANアレイが開き、 ファイバーポートのプロパティが表示されます。

SANアレイポートで提供されているボリュームの表示

SANアレイポートで提供されているボリュームを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [ポート ] を選択します。

4 内容ペインでSANアレイを開きます。

5 SANアレイブラウザーでポートを選択します。

6 [表示] ドロップダウンリストで [ボリューム] を選択します。 内容ペインにボリュームのリストが表示さ

れます。

7 (オプシ ョ ン) ターゲッ ト を選択した後、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• デバイスを開く  - デバイスエクスプローラーが開き、 選択したサーバーが表示されます。

• イニシエーターポート を開く  - 選択したサーバーのハードウェア情報を表示します。

• イニシエーターボリュームを開く  - 選択したサーバーのストレージ情報を表示します。

アレイポートに対して構成されているゾーンの表示

アレイポートに対して構成されているゾーンを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [ポート ] を選択します。

4 内容ペインでSANアレイを開きます。

5 SANアレイブラウザーでポートを選択します。

6 [表示] ドロップダウンリストで [ゾーン] を選択すると、 アレイポートに対するゾーンがリストで表示さ

れます。

SANアレイのスト レージサマリーの表示

SANアレイのスト レージ情報をサマリーで表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択して開きます。
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3 [表示] ドロップダウンリストで [サマリー ] を選択します。 内容ペインにサマリー情報が表示されます。

•  リモート イニシエーターへのアクセスパスを持つスト レージボリュームの表示

SANアレイのボリュームの表示

SANアレイ内にあるボリュームを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。 内容ペインにボリューム

が表示されます。

•  ボリュームのプロパティの表示

ボリュームのプロパティの表示

ボリュームのプロパティ を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 内容ペインでボリュームを選択して開きます。 内容ペインにプロパティが表示されます。

•  SANアレイのボリュームの表示

ボリュームの接続の表示

ボリュームのスト レージサプライチェーン接続を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 内容ペインでボリュームを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [接続] を選択します。 内容ペインにボリュームの接続が表示されます。

•  ボリューム接続の表示

•  REDOログの接続の表示

•  表領域のスト レージサプライチェーン接続の表示

ボリュームの合成の表示

ボリュームスト レージサプライチェーンの前提と依存を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択して開きます。
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3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 内容ペインでボリュームを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [合成] を選択します。 内容ペインにボリュームの合成が表示されます。

6 (オプシ ョ ン) ターゲッ ト を選択した後、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• 開く : SANアレイまたはサーバースト レージのビューが開きます。

•  アグリゲートの前提と依存の表示

•  NASファイラーのボリュームの前提と依存の表示

•  REDOログの前提と依存の表示

•  データファイルの前提と依存の表示

•  表領域の前提と依存の表示

•  アグリゲートス ト レージサプライチェーンの前提の表示

•  管理対象サーバーのボリュームの前提と依存の表示

ボリュームからのアクセスパスの表示

アクセスパスを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 内容ペインでボリュームを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [アクセスパス] を選択します。内容ペインにアクセスパスが表示されます。

6 (オプシ ョ ン) ターゲッ ト を選択した後、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• デバイスを開く  - デバイスエクスプローラーが開き、 選択したサーバーが表示されます。

• イニシエーターポート を開く  - 選択したサーバーのハードウェア情報を表示します。

• イニシエーターボリュームを開く  - 選択したサーバーのストレージ情報を表示します。

選択したボリュームのアレイポートの表示

LUNマッピングに含まれるアレイポートを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 内容ペインでボリュームを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [ポート ] を選択します。 内容ペインにポートが表示されます。

6 (オプシ ョ ン) ターゲッ ト を選択した後、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• ポート を開く : SANアレイビューが開きます。
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•  SANアレイ内のフロン トエンド ファブリ ックポートの表示

•  アレイ内のファブリ ックポート と接続の表示

ス ト レージプールの表示

スト レージシステムで構成されているスト レージプールを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [プール] を選択します。 内容ペインにスト レージプー

ルのリストが表示されます。

•  スト レージプールのプロパティの表示

•  選択したプールのボリュームの表示

ス ト レージプールのプロパティの表示

スト レージプールのプロパティ を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [プール] を選択します。

4 内容ペインでスト レージプールを選択します。 内容ペインにプロパティが表示されます。

•  スト レージプールの表示

•  選択したプールのボリュームの表示

選択したプールのボリュームの表示

選択したプールのボリュームを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

2 内容ペインでSANアレイを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [プール] を選択します。

4 内容ペインでプールを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [ボリューム] を選択します。 内容ペインにボリュームが表示されます。

レプリケーシ ョ ンの表示

レプリケーシ ョ ンペアは、 ソースボリュームとターゲッ ト  (またはコピー ) ボリュームで構成され、 ソースボ

リュームのバックアップまたはコピーで使用したレプリケーシ ョ ンタイプを示すプロパテ ィ も含まれます。

レプリケーシ ョ ンは、 ローカル (ソースと ターゲッ トのボリュームが同じアレイ上に存在) またはリモート

(ソースとターゲッ トのボリュームが異なるアレイに存在) のいずれかです。
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レプリケーシ ョ ンツリーのコン ト ロールは、 [ インベン ト リ ] > [ スト レージ ] パネルで使用できます。 レプリ

ケーシ ョ ンペアは、 ソースボリュームとターゲッ ト  (またはコピー ) ボリュームのペアで構成され、 ソースボ

リュームのバックアップまたはコピーで使用したレプリケーシ ョ ンタイプを示すプロパティ も含まれます。

レプリケーシ ョ ンペアの情報を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [SANアレイ] を選択します。

または

[デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 ス ト レージシステムを選択して開きます。

3 SANアレイブラウザーまたはNAS ファイラーブラウザーで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [レプリケー

シ ョ ン] を選択します。

サポート対象のス ト レージアレイモデルとレプリケーシ ョ ンタ イプの詳細については、 『SA Support and
Compatibility Matrix』 を参照して ください。
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ファブリ ック資産 

ファブリ ッ ク資産では、 SANのファブリ ック構成に関する情報を表示します。 ファブリ ック内のスト レージ

要素には、 ファブリ ックスイッチやポートなどの物理エンティテ ィ と、 ゾーンやゾーンセッ トなどのセキュ

リテ ィ項目があります。 

ユーザーインタフェースには、 ファブリ ックについて最小限の情報が表示されます。 たとえば、 ファブリ ッ

クとサーバー間に接続が確立されている場合は、デバイスエクスプローラーでファブリ ックが表示されます。

フ ァブリ ッ ク資産の詳細情報を表示するには、 Global File System (OGFS) 機能が必要です。 詳細については、

Global File System (OGFS) (93ページ) を参照して ください。

システム管理者は次の内容を表示できます。

• 物理的なファブリ ック構成

• ファイバーチャネルネッ トワーク内で有効になっているセキュリテ ィ構成

• ファイバーチャネルネッ トワークに接続されているサーバーとSANスト レージデバイス

• アプリケーシ ョ ンまたは管理対象サーバーが共有するスト レージリソース

Storage Visibility and Automationは、 SAN内で次のファブリ ック情報を取得します。

ファイバースイッチとファブリ ック : ファイバースイッチが、 ファブリ ックのプリンシパルスイッチか、

下位スイッチかを示します。 プリンシパルスイッチを識別した後、 Storage Visibility and Automationは接続さ

れているファイバースイッチとエンドデバイス (サーバー、 SANベースのスト レージデバイスなど ) の情報を

収集します。 さらに、 ファブリ ック内にあるすべてのスイッチについて、 スイッチポートのリスト を作成し

ます。Storage Visibility and Automationによって収集される情報には、メーカ－、モデル、シリアル番号、ファー

ムウェア、ハードウェアバージ ョ ン、ワールドワイ ド名 (WWN)、 ド メイン名、 IP、各スイッチが使用するポー

トの数があります。 Storage Visibility and Automationは、 プリンシパルスイッチのWWNから、 物理ファブリ ッ

クを識別します。 スイッチの役割が下位からプリンシパルに変更されるとファブリ ックの ID も変更され、 こ

の情報はSEによって検出されます。なお、Storage Visibility and Automationでは各スイッチのルーティングテー

ブル情報は収集しません。 また、 相互運用構成内のマルチベンダーファブリ ックもサポート しません。 

スイッチエンクロージャー : スイッチエンクロージャーの情報には、 エンクロージャーを構成するブレード

とスロッ トの情報が含まれます。この機能はディレクタークラスのスイッチを対象とし、Storage Visibility and

Automationによってパーツ番号、 シリアル番号、 メーカー、 モデルが収集されます。 

スイッチブレード : エンクロージャーのブレード情報。 Storage Visibility and Automationは、 ブレードのメー

カー、 モデル、 シリアル番号を収集します。

スイッチポート : ファイバーチャネルポートのワールドワイ ド名 (WWN)。 F_Port、 E_Port、 G_Portの情報が含

まれます。 Storage Visibility and Automationは、各ポートのWWN、 ポート番号、ポートの状態、ポート FCID (ファ

イバーチャネルID) を収集します。 エンクロージャーの情報が取得されている場合には、 Storage Visibility and

Automationはポートのスロッ ト情報も収集します。 Storage Visibility and Automationは、 アービ ト レーテッ ド

ループにアタ ッチされているノードループポートの情報収集は行いません。 フ ァブリ ッ クスイ ッチループ

ポートの収集は行います。 

E_Port/インタースイッチリンク : インタースイッチリンク  (ISL) 情報。 SEは、 ファブリ ックスイッチのペアご

とに、 ISLに参加するE_Portsを識別します。

ポート接続とN_Port: Storage Visibility and Automationは、 ファイバースイッチポートごとに、 接続されている

N_Portのワールドワイ ド名 (WWN)を収集します。 これには、 FCAポート  (REF-008) やストレージアレイポート

(REF-009) が含まれます。 この情報を元に、 ファブリ ックを介してイニシエーターからターゲッ トへ続く依存

関係チェーンを特定でき、 イニシエーターとターゲッ ト間のマルチパスに関する情報の表示も可能です。 親

デバイスの情報がないポー トは、 不明な接続されているポー ト と して報告されます。 Storage Visibility and

Automationは、アービトレーテッ ドループにアタッチされているノードループポートの情報収集は行いません。
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ゾーニングデータベースとゾーン : プリンシパルスイッチのゾーニングデータベース内で構成されてい

るすべてのアクテ ィブなゾーン。 ゾーンには、 ワールドワイ ド名 (WWN) とエイリアス名のリストが含まれま

す。ファイバースイッチの一部のベンダーは、エイリアス名をサポート していません。ゾーニングデータベー

スがスイッチ間で同期されないことがあるので、 管理者は、 ファブリ ック全体でゾーニングデータベースが

同期していることを確認して ください。 リス ト  ( メンバー ) が 「ド メイン :ポート」 の形式で指定されている

場合、 Storage Visibility and Automationはゾーニング情報を取得しないことがあります。

エイリアス : Storage Visibility and Automationは、ゾーニングデータベース内にあるすべてのエイリアスを

収集します。 McDataベースのファブリ ックスイッチは、 エイリアスをサポート しません。 リス ト  (メンバー )

が 「ド メイン:ポート」 の形式で指定されている場合、 Storage Visibility and Automationはエイリアス情報を収

集しないことがあります。 

ゾーンセッ ト : Storage Visibility and Automationは、ファブリ ック内にあるアクティブなゾーンセッ ト をす

べて収集します。 また、 ゾーンセッ ト を構成するゾーンをすべて収集します。

•  ファブリ ック資産と他の機能との関係

ファブリ ック資産と他の機能との関係

Storage Visibility and Automationは、 ファブリ ック要素とその他のスト レージ資産検出機能の関係を表示しま

す。 表6を参照して ください。  

NetApp資産 
NetApp資産では、 SANまたはIPネッ トワーク内にあるNetAppスト レージ構成に関する情報を表示します。 こ

れには、 ファイル I/Oベースのスト レージエンテ ィテ ィ  ( ファイラーボリューム、 Qtree) やファブリ ック要素

(FCA/ポート ) が含まれます。

NetAppスト レージ管理者は、 次の情報を表示できます。

• NetAppスト レージの利用率と構成

• アプリケーシ ョ ンまたは管理対象サーバーが共有するスト レージリソース

SEは、 SAN内で次のNetApp情報を取得します。

NetApp ファイラー : ファイラー名、 メーカー、 モデル、 シリアル番号、 ファームウェアバージ ョ ン、 カスタ

マー、 IP アドレス、 ファシリテ ィ、 ステータス、 説明、 検出日、 前回のスキャン、 スキャンステータス、 オ

ブジェク ト ID。

ディスク : NetAppディスクスト レージ容量。Storage Visibility and Automationは、ディスクの物理容量を検出し、

ディスクがRAIDグループで消費されているかどうかを確認します。

RAIDグループ : NetAppは、 ディスクから RAIDグループを作成します。 RAIDグループは、 ユーザーによって構

成されない内部エンティティです。 Storage Visibility and Automationでは、 RAIDグループのストレージ情報は表

示されません。 スト レージ情報はAPIでは取得されませんが、 ディスクサイズと構成 (RAID 4、 RAID 4DPなど )

から取得されます。

表6 ファブリ ック資産と他の機能との関係

ファブリ ック資産 外部要素 説明

接続されている
N_Port

ポート接続 ファブリ ッ クを介したポイン ト間のリ

ンクを提供します。
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プレックス : NetAppは、 RAID グループを元にプレックスを作成します。 プレックスは内部エンティテ ィであ

り、 ユーザーが構成するグループではありません。 Storage Visibility and Automation では、 プレックスのスト

レージ情報は表示されません。スト レージ情報はAPIでは取得されませんが、 RAIDグループのサイズから取得

されます。

アグリゲート : アグリゲートは、 ONTAP 7.0 で導入されたストレージエンティテ ィです。 Storage Visibility

and Automationは、 アグリゲートのキャプシ ョ ンと容量を検出します。

フ ァイル I/O: NetAppは、 ファイル I/O向けにス ト レージリソースを公開します。 NetApp ボリューム、 Qtree、

ディ レク ト リは、 CIFS またはNFSによってファイル I/O向けに公開されます。 Storage Visibility and Automation

は、 ファイルI/Oアクセスに関連するスト レージ情報を収集します。

NetApp ボリューム : ス ト レージ容量を含むファイラーボリ ューム情報、 ボリ ュームが関連付けられている

vFiler、 ボリ ュームが消費するアグリゲート、 ボリュームタイプ  ( ト ラディシ ョナルまたはフレッ クス )、 ス

ナップシ ョ ッ ト予約、 スナップシ ョ ッ ト予約サイズ、 ボリュームがレプリケーシ ョ ンのターゲッ トかソース

か、 などの情報が含まれます。

ト ラディショナルボリューム: ONTAP 6.5ベースのボリュームと、ONTAP 7.0以降のト ラディショナルボリューム。

フレックスボリューム: ONTAP 7.0で導入されたストレージエンティテ ィです。Storage Visibility and Automation

は、 フ ァ イラーボリ ューム情報に加えて、 フレ ッ クスボリ ュームのコ ミ ッ ト済み容量とスペース保証 ( ボ

リューム、 なし、 ファイル) の情報も検出します。

Qtree: ボリューム内のサブディレク ト リであり、 プライマリクォータやアクセス権など特殊な属性を持つ仮

想サブボリュームとして機能します。

クォータ : NetAppボリュームに対するクォータ。 Qtreeに適用されるクォータもボリュームレベルで取得され

ます。 Storage Visibility and Automationは、 次のクォータ情報を検出します。

• キャプシ ョ ン

• タイプ (ツリー、 ユーザー、 グループ)

• Qtree (該当するQtree)

• Unix ID (該当するユーザーまたはグループのID)

• Windows ID (該当するユーザーまたはグループのID)

• 容量のしきい値

• 容量のしきい値の単位 (KB/MBなど)

• クォータ ターゲッ ト  (デフォルトのターゲッ トは*)

また、 クォータにはQuotaLimitが存在する場合もあります。 QuotaLimitでは次の情報が取得されます。

• 制限タイプ (DiskSpaceまたはNumberOfFiles)

• ソフ ト制限の値

• ソフ ト制限の単位

• ハード制限の値

• ハード制限の単位

デ ィ レク ト リ : CIFS 共有またはNFS によってエクスポー ト されるデ ィ レク ト リパス。 Storage Visibility and

Automationは、 NetAppボリューム内にある一部のディレク ト リを検出しません。

ファイル I/Oのエクスポート : NetAppは、 CIFSおよびNFS プロ ト コルによるファイル I/O を使用した NetAppボ

リュームのエクスポート を行います。

CIFS: Common Internet File System。 NetApp 共有とボリューム /Qtree/ ディ レク ト リパス。 Storage Visibility and

Automationは、 CIFSプロ ト コルでNetAppリソースを消費する管理対象サーバーを検出しません。

NFS: Network File System。 ボリューム/Qtree/ディレク ト リパスの情報をエクスポート します。 データがAPIで

取得されていると、 HPが検出する情報は古い場合があります。 
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NetApp vFiler : vFiler構成。 Storage Visibility and Automationは、 vFilerごとに構成されている IPアドレスと

ボリュームパスを検出します。 NetAppで仮想ファイラーをサポートするには、 ファイラーでMultiStoreライセ

ンスを有効にしてお く必要があります。 MultiStoreライセンスが有効になっていないと、 Storage Visibility and

Automationはデフォルトのvfiler0がシステムに存在すると認識します。

•  NetApp資産と他の機能との関係

NetApp資産と他の機能との関係

Storage Visibility and Automationは、 NetApp要素とその他のスト レージ資産検出機能の関係を表示します。

表7を参照して ください。  

•  よ くある質問

Storage Essentialsからの更新

SEからスト レージ情報を収集する間隔はデフォルトでは12時間ですが、 これよりも高い頻度でNetAppファイ

ラー情報を更新したい場合には、 SEの設定を変更することにより、 データ収集の頻度を調整できます。 データ

収集のスケジュールの構成については、『Storage Essentials SRM Software User Guide』 を参照して ください。 

SE から NetApp レベルで SAN 情報を更新するよ うに要求するこ と も可能です。 詳細については、 Storage
Essentialsからの更新 (15ページ) を参照して ください。

Storage Essentialsで開く

NetApp フ ァイラーのス ト レージ情報を Storage Visibility and Automation で表示している状態で、 同じ NetApp

ファイラーのスト レージ情報をStorage Essentialsでも表示したい場合には、 Storage Essentialsを起動すると検

出済みのデータが表示されます。詳細については、 Storage Essentialsで開く  (クリ ック&起動) (17ページ) を参

照して ください。 SEでの検出プロセスの詳細については、 『Storage Essentials SRM Software User Guide』 を

参照して ください。

表7 ファブリ ック資産と他の機能との関係

ファブリ ック資産 外部要素 説明

接続されている

ファブリ ックポート

ポート接続 ファブリ ックを介したポイン ト間のリ

ンクを提供します。

NFSエクスポート と

ファイルI/Oのストレージ

要素

サーバー内のリモート ファイル

システム

NFSプロ ト コルに基づいて、 管理対象

サーバーからNetAppへのサプライ

チェーンを提供します。
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よ くある質問

表8では、 NetApp資産の情報検索に関するFAQと、 参照ページをまとめました。  

NASファイラーの表示

NASファイラーを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [サマリー ] を選択します。

•  NASファイラーのスト レージ構成の表示

•  NASファイラーのサマリーの表示

•  NASファイラーのプロパティの表示

NASファイラーのスト レージ構成の表示

NASファイラーのスト レージ構成に関する情報を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 NASファイラーが開きます。

3 ナビゲーシ ョ ンペインで [インベン ト リ ] を選択します。

4 ビューペインで構成を選択すると、 内容ペインの表示が変わります。

•  NASファイラーのサマリーの表示

NASファイラーのサマリーの表示

NASファイラーのサマリーを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [サマリー ] を選択します。

3 内容ペインでNASファイラーを選択して開く と、 サマリーが表示されます。

表8 NetApp資産に関するFAQ

質問 参照ページ

1. データセン ター内のNetApp ではどのよ う なス ト

レージを使用できますか。

• NAS ファイラーのサマリーの表示

(54ページ) 

2. サーバーにどのフ ァ イルシステムがエクスポート

されているかを確認できますか。

• vFilerのエクスポートの表示 (56ページ) 

3. NetAppのスト レージ利用率を確認できますか。 • NAS ファイラーのサマリーの表示

(54ページ) 

4. NetAppファイラーは拡張可能ですか。 • NAS ファイラーのサマリーの表示

(54ページ) 

5. NetApp フ ァイラーの容量が不足するタイ ミ ングを

予測できますか。

• NAS ファイラーのサマリーの表示

(54ページ) 
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•  NASファイラーのスト レージ構成の表示

NASファイラーのプロパティの表示

NASファイラーのプロパティを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでNASファイラーを選択して開く と、 プロパテ ィが表示されます。

•  NASファイラーのサマリーの表示

•  NASファイラーのスト レージ構成の表示

•  NASファイラーの表示

NASファイラーのカスタマーの表示

モデルリポジト リ内のカスタマーを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでNASファイラーを選択して開く と、 プロパテ ィが表示されます。

4 [カスタマー ] の横にある  [変更] リンクをクリ ックすると、 [カスタマーの選択] ダイアログボックスが開

きます。

5 [カスタマーの選択] ダイアログボックスでカスタマーを選択し、 [選択] をクリ ックするとプロパティが

表示されます。

•  NASファイラーの履歴ログの表示

NASファイラーの履歴ログの表示

NASファイラーの履歴ログを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [履歴] を選択します。

3 内容ペインでNASファイラーを選択して開く と、 履歴ログが表示されます。

4 [表示] ドロップダウンリストから、履歴ログの表示範囲として、過去1日、過去1週間、過去1か月間、過

去四半期間、 カスタム範囲などを選択します。

5 (オプシ ョ ン) イベン ト を右クリ ックして、 [イベン ト詳細] ダイアログボックスを開きます。

6 (オプシ ョ ン ) [エクスポート ] をクリ ックすると、 履歴ログを .csvファイルまたはHTMLファイルにエクス

ポートできます。

•  データベース履歴ログの表示

•  SANアレイの履歴ログの表示
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vFilerの表示

NetAppシステムで構成されているvFilerを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインでNASファイラーを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストから  [仮想化] を選択します。

•  vFilerに対して構成されているボリュームの表示

•  vFilerのエクスポートの表示

vFilerに対して構成されているボリュームの表示

vFilerに対して構成されているボリュームを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [仮想化] を選択します。

4 [表示] ドロップダウンリストで [ボリューム] を選択します。

5 内容ペインでvFilerを選択します。

•  ディスクから作成されたファイラーボリュームの表示

•  アグリゲートから作成されたファイラーボリュームの表示

•  NASファイラーで構成されたファイラーボリュームの表示

vFilerのエクスポートの表示

vFilerのエクスポートを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [仮想化] を選択します。

4 [表示] ドロップダウンリストで [エクスポート ] を選択します。

5 内容ペインでvFilerを選択します。

•  vFilerの表示
56 第1章



NASファイラーのスト レージサマリーの表示

NASファイラーのスト レージ情報をサマリーで表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、[インベント リ ] > [ストレージ] を選択します。内容ペインにサマリー情報が表示されます。

•  NASファイラー内のディスクの表示

NASファイラー内のディスクの表示

NASファイラー内のディスクを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ディスク] を選択します。

4 ディスクを選択して開きます。

•  Oracleデータベース資産

NASファイラーのディスクプロパティの表示

NASファイラーのディスクのプロパティを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ディスク] を選択します。

4 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

5 ディスクを選択すると、 プロパティが表示されます。

•  ディスクから作成されたファイラーボリュームの表示

ディスクから作成されたファイラーボリュームの表示

ディスクから作成されたファイラーボリュームを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ディスク] を選択します。

4 ディスクを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [ボリューム] を選択します。

•  ディスクから作成されたアグリゲートの表示

•  ディスクから作成されたファイラーボリュームの表示

•  アグリゲートから作成されたファイラーボリュームの表示
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•  NASファイラーで構成されたファイラーボリュームの表示

•  vFilerに対して構成されているボリュームの表示

ディスクから作成されたアグリゲートの表示

ディスクから作成されたNASファイラーアグリゲートを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ディスク] を選択します。

4 ディスクを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [アグリゲート ] を選択します。

•  NASファイラーで構成されたアグリゲートの表示

ディスク上のプレックスの表示

スト レージサプライチェーン内のディスク上のプレックスを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ディスク] を選択します。

4 ディスクを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [プレックス] を選択します。

•  アグリゲートが使用しているプレックスの表示

ディスク上のRAIDグループの表示

スト レージサプライチェーン内のディスク上のRAIDグループを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ディスク] を選択します。

4 ディスクを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [RAIDグループ] を選択します。

•  アグリゲートが消費するRAIDグループの表示

NASファイラーで構成されたアグリゲートの表示

NASファイラーで構成されているアグリゲートを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。
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3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [アグリゲート ] を選択します。

4 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

•  ディスクから作成されたアグリゲートの表示

アグリゲートのプロパティの表示

アグリゲートのプロパティ を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [アグリゲート ] を選択します。

4 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

5 アグリゲート を選択します。

•  アグリゲートから作成されたファイラーボリュームの表示

アグリゲートから作成されたファイラーボリュームの表示

アグリゲートから作成されたファイラーボリュームを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [アグリゲート ] を選択します。

4 [表示] ドロップダウンリストで [ボリューム] を選択します。

5 アグリゲート を選択します。

•  NASファイラーで構成されたファイラーボリュームの表示

アグリゲートの前提と依存の表示

アグリゲートスト レージのサプライチェーンの前提と依存を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [アグリゲート ] を選択します。

4 アグリゲート を選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [合成] を選択します。

•  NASファイラーのボリュームの前提と依存の表示

•  REDOログの前提と依存の表示

•  データファイルの前提と依存の表示

•  表領域の前提と依存の表示

•  アグリゲートス ト レージサプライチェーンの前提の表示
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•  管理対象サーバーのボリュームの前提と依存の表示

•  ボリュームの合成の表示

アグリゲートが使用しているプレックスの表示

アグリゲートが使用するプレックスを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [アグリゲート ] を選択します。

4 アグリゲート を選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [プレックス] を選択します。

•  ディスク上のプレックスの表示

アグリゲートが消費するRAIDグループの表示

アグリゲートが消費しているRAIDグループを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [アグリゲート ] を選択します。

4 アグリゲート を選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [RAIDグループ] を選択します。

•  ディスク上のRAIDグループの表示

NASファイラーで構成されたファイラーボリュームの表示

NASファイラーで構成されているファイラーボリュームを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

•  ディスクから作成されたファイラーボリュームの表示

•  アグリゲートから作成されたファイラーボリュームの表示

•  vFilerに対して構成されているボリュームの表示

ファイラーボリュームのプロパティの表示

ファイラーボリュームのプロパティ を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。
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2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

5 内容ペインでファイラーボリュームを選択します。

•  NASファイラーで構成されたファイラーボリュームの表示

NASファイラーのボリュームの前提と依存の表示

ボリュームスト レージサプライチェーンの前提と依存を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 ボリュームを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [合成] を選択します。

•  アグリゲートの前提と依存の表示

•  REDOログの前提と依存の表示

•  データファイルの前提と依存の表示

•  表領域の前提と依存の表示

•  管理対象サーバーのボリュームの前提と依存の表示

•  アグリゲートス ト レージサプライチェーンの前提の表示

•  ボリュームの合成の表示

ボリューム内で作成された Qtreeの表示

ボリューム内で作成されたQtreeを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 ボリュームを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [Qtree] を選択します。

•  ボリュームまたはQtreeで作成されたクォータの表示
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ボリュームまたはQtreeで作成されたクォータの表示

ボリュームまたはボリュームのQtreeで作成されたクォータを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 ボリュームを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [クォータ ] を選択します。

ディスククォータとは、 ユーザーまたはグループが使用するディスク容量またはファイル数を制限するルー

ルです。 また、 Qtree で使用するディスク容量とファイル数の上限や、 Qtree内のユーザー数とグループの数

の上限も、 クォータで制限できます。 たとえば、特定のボリュームにある特定のQtreeで特定のユーザーが使

用可能なディスク容量を制限するユーザークォータを作成する場合、 警告メ ッセージを表示しない上限を

225MB (ソフ ト制限)、 上限を250MB (ハード制限) に設定できます。

•  ボリューム内で作成された Qtreeの表示

ボリュームのエクスポートの表示

ボリュームのエクスポート を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [スト レージ] > [NASファイラー ] を選択します。

2 内容ペインで、 NASファイラーを選択して開きます。

3 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [スト レージ] > [ボリューム] を選択します。

4 ボリュームを選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [エクスポート ] を選択します。

•  vFilerのエクスポートの表示

Oracleデータベース資産 

Oracleデータベース資産では、 SANまたはネッ トワーク接続スト レージ (NAS) 内にあるOracleスト レージ構成

の情報を表示します。 この構成には、 ファブリ ックスイッチやSAN アレイなどの物理エンテ ィテ ィが含まれ

ます。

データベース管理者は、 次の情報を表示できます。

• Oracleデータベースのスト レージ構成

• データセンター内の 1 つまたは複数のサーバー上にある Oracle データベースで利用可能なシステムリ

ソース

• FCネッ トワークに接続されているサーバーとSANスト レージデバイス

• Oracleインスタンスまたはホストが共有するスト レージリソース

• Oracleデータベースが依存しているネッ トワーク接続スト レージ (NAS) リソース

Storage Visibility and Automationは、 SANまたはNAS内にある次のOracleデータベーススト レージ構成に関する

情報を提供します。

Oracle インスタンス : Oracle インスタンスのス ト レージに関連する情報。 Storage Visibility and Automationは、

Oracleインスタンスが稼働するOracleデータベースのバージ ョ ンを収集します。
62 第1章



スト レージ要素: Oracleインスタンスに対して構成されているスト レージ要素は、 物理データベーススト レー

ジと論理データベーススト レージに分類されます。 物理データベーススト レージには、 ファイルシステムや

パーテ ィシ ョ ンなどのシステムスト レージリソースを直接消費するデータファイルと REDO ログが含まれま

す。 論理データベーススト レージには、 さまざまな物理および論理スト レージエンティテ ィ を消費している

インスタンス内に作成されたエンテ ィテ ィ  (表領域など) が含まれます。

データファイル : ファイルパス、 割り当て容量、 各データファイルが使用する容量。 Oracleデータファイ

ルは、 ファイルシステム上に直接配置するか、 RAWパーティシ ョ ンを使用することができます。

• ファイルシステムを使用: データファイルを、 ファイルシステムに直接作成し、 Oracleデータベースに指

定することができます。 Storage Visibility and Automationは、 データファイルのファイルパスに関する情

報を収集します。HPはこの情報を使用して、データファイルが消費するファイルシステムを計算します。

• RAWパーティシ ョ ンを使用: Storage Visibility and Automationはパーティシ ョ ン情報を収集します。HPはこ

の情報を使用して、 データファイルが消費するスト レージサプライチェーンを計算します。

• ASMファイルを使用: スト レージサプライチェーンには、ASMファイル、ASMディスクグループ、ASMディ

スクが要素として含まれます。ASMディスクは、RAWディスクパーティシ ョ ン、論理ユニッ ト番号 (LUN)、

RAW論理ボリューム (LVM)、 NFSファイル上に作成されます。

REDOログ: REDOログのファイルパスや割り当て容量など、 OracleインスタンスのREDOログ情報。

論理データベーススト レージ: 表領域と、表領域が関連付けられている物理ストレージエンティテ ィに関する

スト レージ情報。 Storage Visibility and Automationは、データセグメン ト、 エクステン ト、データブロック、ス

キーマ、 表、 インデックスなどのスト レージエンティテ ィの収集は行いません。

表領域 : Storage Visibility and Automationは、 表領域のステータス、 割り当て容量、 使用容量など、 表領域

の情報をOracleインスタンスごとに収集します。

Automatic Storage Management (ASM): Oracleデータベースのストレージ構成と利用率。ASMは追加のデータレ

プリケーシ ョ ン機能により、ブロックベースのデバイス (SAN) やファイルベースのデバイス (NFS) で構成され

るボリュームを管理します。

•  データベース資産と他の機能との関係

データベース資産と他の機能との関係

Storage Visibility and Automation では、 データベース要素と他のスト レージ資産検出機能との関係についての

情報を表示します。 表9を参照して ください。  

•  よ くある質問

表9 データベース資産と他の機能との関係

データベース資産 外部要素 説明

SAN ベースの物理データ

ベーススト レージ

ブロックスト レージの依存関係 データベーススト レージ要素と SAN ア

レイの依存関係チェーンを、 システム

(サーバー ) リソースとファブリ ックの

視点から示します。

NAS ベースの物理データ

ベーススト レージ

NASスト レージの依存関係 データベースス ト レージ要素、 サー

バーリ ソース、 NetApp の依存関係

チェーンを示します。
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よ くある質問

表10では、 Oracleデータベース資産の情報検索に関するFAQと、 参照ページをまとめました。  

表10 データベース資産に関するFAQ

質問 参照ページ

1. Oracle インスタンスはどのようなスト レージリソー

スを使用していますか。

• Oracleインスタンスで構成されている表領

域の表示 (67ページ) 

• 表領域の前提と依存の表示 (67ページ) 

• 表領域のスト レージサプライチェーン接続

の表示 (68ページ) 

2. Oracleデータベースには、 どのようなFC SANネッ ト

ワーク構成に依存していますか。

• 表領域のスト レージサプライチェーン接続

の表示 (68ページ) 

3. 重要なOracleインスタンスでは、 複数のアクセスパ

スなど高可用性機能が設定されていますか。 Oracle

インスタンスのサーバーとス ト レージアレイ間に

どのような冗長パスがありますか。

• 表領域のスト レージサプライチェーン接続

の表示 (68ページ) 

• SANマップ (83ページ) 

• スト レージマップ (83ページ) 

4. Oracle インスタンスのストレージ利用率を確認でき

ますか。

• Oracleインスタンスのプロパティの表示 (66

ページ) 

5. Oracleがリモート SAN アレイ上で消費するスト レー

ジでは、レプリケーション構成が行われていますか。

• 表領域のスト レージサプライチェーン接続

の表示 (68ページ) 

• 使用しているターゲッ トの表示 (72ページ) 
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6. Oracle インスタンスのパフォーマンス低下の原因は

何ですか。 Oracle インスタンスはアプリケーシ ョ ン

にどのような影響を与えますか。どのようなリソー

スがOracleインスタンス間で共有されていますか。

• リモート イニシエーターへのアクセスパス

を持つスト レージボリュームの表示 (42

ページ) 

• ボリュームからのアクセスパスの表示 (47

ページ) 

• 表領域のスト レージサプライチェーン接続

の表示 (68ページ) 

7. SANは拡張可能ですか。 • 表領域のスト レージサプライチェーン接続

の表示 (68ページ) 

• 使用しているファブリ ックの表示 (71ペー

ジ) 

• 使用しているスイッチの表示 (72ページ) 

• 使用しているターゲッ トの表示 (72ページ) 

8. Oracle インスタンスはどのような NAS ( ネッ トワー

ク接続スト レージ) リソースを使用していますか。

• 表領域のスト レージサプライチェーン接続

の表示 (68ページ) 

• 使用しているターゲッ トの表示 (72ページ) 

表10 データベース資産に関するFAQ （続き）

質問 参照ページ
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データベースの表示

Oracleデータベーススキャナーによって検出されたデータベースを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択します。 内容ペインにデータベースのリス トが表示されます。

4 (オプシ ョ ン) ターゲッ ト を選択し、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• 開く : 選択したビューでデータベースブラウザーが開きます。

• 名前の変更または [F2] キー : 編集可能なフ ィールドが表示され、 表で直接データベースの名前を変

更できます。 このコマンドは、 アクセス権を持つユーザーのみに表示されます。

• 削除: モデルリポジト リからデータベースを削除します。このオプシ ョ ンを選択するには、適切なア

クセス権が必要です。このオプシ ョ ンでデータベースを削除しても、Oracleデータベーススキャナー

で使用するログイン資格情報は削除されません。

•  Oracleインスタンスのプロパティの表示

•  データベース履歴ログの表示

データベーススト レージ構成の表示

データベーススト レージ構成を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [REDOログ] を選択します。 内容ペインに構成情報が表示されます。

•  データベースの表示

•  データベース履歴ログの表示

Oracleインスタンスのプロパティの表示

Oracleインスタンスのプロパティ を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。 内容ペインに、 選

択したデータベースのプロパティが表示されます。

重要

[ファイル] > [保存]: 名前または説明を編集すると、 このアクシ ョ ンが有効になります。 このアクシ ョ ンを選

択すると、 変更内容がシステムに保存されます。

[ファイル] > [元に戻す]: 名前または説明を編集すると、 このアクシ ョ ンが有効になります。 このアクシ ョ ン

を選択すると、 変更前の設定に戻ります。
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•  データベースの表示

•  データベース履歴ログの表示

Oracleインスタンスで構成されている表領域の表示

Oracleインスタンスで構成されている表領域を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ナビゲーシ ョ ンペインで [インベン ト リ ] を選択します。

5 ビューペインで [表領域] を選択します。 内容ペインに表領域のリストが表示されます。

•  表領域のプロパティの表示

表領域のプロパティの表示

表領域のプロパティ を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ナビゲーシ ョ ンペインで [インベン ト リ ] を選択します。

5 ビューペインで [表領域] を選択します。

6 内容ペインで表領域を選択すると、 内容ペインの下部分にプロパティが表示されます。

•  Oracleインスタンスで構成されている表領域の表示

表領域の前提と依存の表示

表領域の前提と依存を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [表領域] を選択します。

5 内容ペインで表領域を選択すると、 内容ペインの下部分に情報が表示されます。

6 [表示] ドロップダウンリストで [合成] を選択します。 内容ペインに合成が表示されます。

7 (オプシ ョ ン) ターゲッ ト を選択した後、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• 開く : SANアレイ、 サーバースト レージ、 NASファイラーの各ビューが開きます。

•  アグリゲートの前提と依存の表示

•  NASファイラーのボリュームの前提と依存の表示
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•  REDOログの前提と依存の表示

•  データファイルの前提と依存の表示

•  アグリゲートス ト レージサプライチェーンの前提の表示

•  管理対象サーバーのボリュームの前提と依存の表示

•  ボリュームの合成の表示

表領域のスト レージサプライチェーン接続の表示

データベーススト レージ要素の接続を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [表領域] を選択します。

5 内容ペインで表領域を選択すると、 内容ペインの下部分に情報が表示されます。

6 [表示] ドロップダウンリストで [接続] を選択します。 内容ペインに接続が表示されます。

•  データファイルの接続の表示

•  REDOログの接続の表示

•  ボリューム接続の表示

REDOログの表示

REDOログを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [REDOログ] を選択します。 内容ペインにREDOログの情報が表示され

ます。

•  Oracleインスタンスで構成されている表領域の表示

•  データファイルの表示

REDOログのプロパティの表示

REDOログのプロパティ を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [REDOログ] を選択します。
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5 内容ペインでREDOログを選択すると、 内容ペインの下部分にプロパティが表示されます。

•  データファイルのプロパティの表示

REDOログの前提と依存の表示

REDOログの合成を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [REDOログ] を選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [合成] を選択します。

6 内容ペインでREDOログを選択すると、 内容ペインの下部分に合成が表示されます。

7 (オプシ ョ ン) ターゲッ ト を選択した後、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• 開く : SANアレイ、 サーバースト レージ、 NASファイラーの各ビューが開きます。

•  アグリゲートの前提と依存の表示

•  NASファイラーのボリュームの前提と依存の表示

•  表領域の前提と依存の表示

•  データファイルの前提と依存の表示

•  アグリゲートス ト レージサプライチェーンの前提の表示

•  管理対象サーバーのボリュームの前提と依存の表示

•  ボリュームの合成の表示

REDOログの接続の表示

データベーススト レージ要素の接続を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインで、 データベースを選択して開きます。

4 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [REDOログ] を選択します。

5 内容ペインでREDOログを選択すると、 内容ペインの下部分に情報が表示されます。

6 [表示] ドロップダウンリストで [接続] を選択します。 内容ペインに接続が表示されます。

•  表領域のスト レージサプライチェーン接続の表示

•  データファイルの接続の表示

•  ボリューム接続の表示

•  ボリュームの接続の表示
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データファイルの表示

データファイルを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [データファイル] を選択します。内容ペインにデータファイルのリス

トが表示されます。

•  REDOログの表示

データファイルのプロパテ ィの表示

データファイルのプロパティ を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [データファイル] を選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。 内容ペインにプロパティが表示されます。

6 内容ペインでデータファイルを選択すると、 内容ペインの下部分に情報が表示されます。

•  REDOログのプロパティの表示

データファイルの前提と依存の表示

データファイルの合成を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [データファイル] を選択します。

5 [表示] ドロップダウンリストで [合成] を選択します。

6 内容ペインでデータファイルを選択すると、 内容ペインの下部分に合成が表示されます。

7 (オプシ ョ ン) ターゲッ ト を選択して [アクシ ョ ン] メニューから  [開く ] オプシ ョ ンを選択します。 このメ

ニューからはSANアレイ、 サーバーストレージ、 NASファイラービューが開きます。

•  アグリゲートの前提と依存の表示

•  NASファイラーのボリュームの前提と依存の表示

•  表領域の前提と依存の表示

•  REDOログの前提と依存の表示

•  アグリゲートス ト レージサプライチェーンの前提の表示

•  管理対象サーバーのボリュームの前提と依存の表示
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•  ボリュームの合成の表示

データファイルの接続の表示

データベーススト レージ要素の接続を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ビューペインで、 [インベン ト リ ] > [データファイル] を選択します。

5 内容ペインでデータファイルを選択すると、 内容ペインの下部分に情報が表示されます。

6 [表示] ドロップダウンリストで [接続] を選択します。 内容ペインに接続が表示されます。

•  表領域のスト レージサプライチェーン接続の表示

•  REDOログの接続の表示

データベースをホスト しているサーバーの表示

データベースをホスト しているサーバーを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ビューペインで、 [関係] > [サーバー ] を選択します。 内容ペインにサーバーのリストが表示されます。

5 (オプシ ョ ン) ターゲッ ト を選択し、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• 開く  - デバイスエクスプローラーを開きます。

このパネルのカラムは、 [すべての管理対象サーバー ] でサーバーを表示するメインパネルのカラムと同じで

す。 したがって、 ここでは一部のカラムのみを説明しています。

•  使用しているファブリ ックの表示

•  使用しているスイッチの表示

•  使用しているターゲッ トの表示

使用しているファブリ ックの表示

使用しているファブリ ックを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ビューペインで、 [関係] > [SANファブリ ック] を選択します。 内容ペインにファブリ ックのリストが表示

されます。

•  データベースをホスト しているサーバーの表示

•  使用しているスイッチの表示
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•  使用しているターゲッ トの表示

使用しているスイッチの表示

使用しているスイッチを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ビューペインで、[関係] > [SANスイッチ] を選択します。内容ペインにスイッチのリストが表示されます。

•  データベースをホスト しているサーバーの表示

•  使用しているファブリ ックの表示

•  使用しているターゲッ トの表示

使用しているターゲッ トの表示

使用しているターゲッ ト を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。

4 ビューペインで、[関係] > [SANアレイ] を選択します。内容ペインにターゲッ トのリストが表示されます。

5 (オプシ ョ ン) ターゲッ ト を選択し、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• 開く : SANアレイブラウザーが開きます。

このパネルの列には、SANアレイでアレイを表示するときのメインパネルと同じ列が表示されます。したがっ

て、 ここでは一部のカラムのみを説明しています。

•  データベースをホスト しているサーバーの表示

•  使用しているファブリ ックの表示

•  使用しているスイッチの表示

データベース履歴ログの表示

履歴ログを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [ライブラリ ] > [データベース] を選択します。

2 [表示] ドロップダウンリストで [履歴] を選択します。

3 内容ペインでデータベースを選択し、 ダブルクリ ックまたは右クリ ックで開きます。 内容ペインに履歴

ログが表示されます。

4 (オプシ ョ ン) ターゲッ ト を選択した後、 [アクシ ョ ン] メニューから次のオプシ ョ ンを選択します。

• イベン ト詳細の表示: イベン トの詳細情報が表示されます。
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•  NASファイラーの履歴ログの表示

•  SANアレイの履歴ログの表示

•  データベースの表示

•  データベーススト レージ構成の表示

デバイスグループ資産 

Storage Visibility and Automationのデバイスグループは、 複数のスト レージデバイスをまとめてグループ化す

る便利な機能です。 スト レージデバイスをグループ化することにより、 デバイスを個々に表示するのではな

く、 すべてのデバイスを一度に表示できるようになります。

この機能では、 1 つのデバイスグループに複数のスト レージデバイスを含めて、 デバイスグループのイベン

ト履歴を表示することができます。 また、 同期プロセスから送信されたスナップシ ョ ッ ト メ ッセージの内容

など、 ス ト レージデバイスの詳細な履歴情報も表示できます。 さらに、 デバイスグループと履歴ログはト ラ

ブルシューテ ィングでも活用できます。

Storage Visibility and Automationのデバイスグループは、 SAのデバイスグループ機能の後に設定します。 デバ

イスグループの管理の詳細については、 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

次のタイプのデバイスグループを作成できます。

• 静的デバイスグループ : サーバー、 スト レージアレイ、 NetApp ファイラーなど異なるスト レージデバイ

スが混在するグループ。

• 動的デバイスグループ: サーバーやスト レージシステム (SANアレイとNASファイラー ) など、 同じタイプ

のスト レージデバイスで構成されるグループ。 動的デバイスグループはデバイスのプロパティ を元に作

成されるので、 単一のタイプのスト レージデバイスのみが含まれ、 異なるタイプのストレージデバイス

を混在させることはできません。

静的または動的デバイスグループにサーバーを追加する方法については、 『SA ユーザーガイ ド : Server
Automation』 を参照して ください。

•  静的デバイスグループ

•  動的デバイスグループ

•  デバイス履歴ログ
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静的デバイスグループ  

静的スト レージデバイスグループには、 SANアレイ、 NASファイラー、管理対象サーバーなど、 タイプの異な

るデバイスを1つまたは複数含めることができます。

静的デバイスグループの作成

静的デバイスグループを作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [グループ] > [パブリ ック] を選択します。

2 [アクシ ョ ン] メニューで、 [デバイスグループ] > [新規静的グループ] を選択します。

3 新し く作成する静的デバイスグループの名前を入力します。 名前フ ィールド以外の部分をクリ ックして

保存します。 デフォルトの名前は、 「新規デバイスグループ」 です。

静的デバイスグループへのデバイスの追加

静的デバイスグループにデバイスを追加するには、 次の手順を実行します。

1 デバイスグループブラウザーで、 デバイスグループを選択します。

2 [アクシ ョ ン] メニューの [開く ] を選択すると、 グループブラウザーが開きます。

3 ビューペインで [デバイスのメンバーシップ] を選択します。

4 デバイスのメンバーシップウィンドウで、 [アクシ ョ ン] メニューの [追加] を選択します。

5 [メンバーの静的グループへの追加] ダイアログボックスが開いたら、メンバーを1つまたは複数選択しま

す。 サーバー、 スト レージアレイ、 NetAppファイラーなどを組み合わせて選択できます。

6 [グループに追加] をクリ ックします。

静的デバイスグループからのデバイスの削除

静的デバイスグループからデバイスを削除するには、 次の手順を実行します。

1 静的デバイスグループウィンドウで、 1つまたは複数のストレージデバイスを選択します。

2 [アクシ ョ ン] メニューの [メンバーの削除] を選択します。

•  デバイス履歴ログ

•  動的デバイスグループ
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動的デバイスグループ

動的スト レージデバイスグループには、 単一のタイプのスト レージシステム (SANアレイ、 NASファイラーな

ど) または管理対象サーバーを、 1つまたは複数含めることができます。

動的デバイスグループの作成

動的デバイスグループを作成するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [デバイス] > [グループ] > [パブリ ック] を選択します。

2 [アクシ ョ ン] メニューで、 [デバイスグループ] > [新規動的グループ] を選択します。

3 新し く作成する動的デバイスグループの名前を入力します。

4 [Enter] キーを押して保存します。 デフォルトの名前は、 「新規デバイスグループ」 の後に連番が付加さ

れます (例: 新規デバイスグループ4)。

動的デバイスグループへのデバイスの追加

動的デバイスグループにデバイスを追加するには、 次の手順を実行します。

1 デバイスグループブラウザーで、 デバイスグループを選択します。

2 [アクシ ョ ン] メニューの [開く ] を選択すると、 グループブラウザーが開きます。

3 ビューペインで [デバイスのメンバーシップ] を選択します。

4 内容ペインで、 動的スト レージデバイスグループに適用するルールを指定します。

5 最初のドロップダウンリストで、 [サーバー ] または [スト レージシステム] を選択します。 これに基づい

て、 選択可能な演算子と値が表示されます。 デフォルトは [スト レージシステム] です。

6 2 番目のドロップダウンリストで、 ファシリテ ィ名、 メーカー、 モデル、 名前、 オブジェク ト ID、 ポー

ト、 RAIDタイプ、 シリアル番号を選択します。 デフォルトは 「メーカー」 です。

7 3番目のリストでは、 演算子を選択します。 デフォルトは 「含む」 です。

8 フ ィールドの値は、 手動で入力する方法、 ドロップダウンから選択する方法、 をクリ ックして値の選

択ウィンドウで表示される値から選択する方法で指定できます。 

9 をクリ ックするとルールが追加されます。 必要に応じて、 手順4～6を繰り返してルールを追加しま

す。 をクリ ックすると、 ルールを削除できます。

10 クエリーに含まれる各ルールに適用する論理演算子 (AND/OR) を選択します。 

11 [プレビュー ] をクリ ックすると、 ルールを満たすスト レージデバイスが表示されます。 ルールでは、 動

的デバイスグループのメンバーが定義されています。

12 [ファイル] メニューの [保存] をクリ ックし、 ルールを保存します。 

動的デバイスグループに適用するルールの編集

動的デバイスグループに適用するルールを変更するには、 次の手順を実行します。

1 グループブラウザーを開き、 動的デバイスグループを選択します。

2 デバイスのメンバーシップウィンドウが開いたら、 ルールを変更して保存します。

•  デバイス履歴ログ
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•  静的デバイスグループ
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デバイス履歴ログ

スト レージデバイスグループのイベン ト履歴は、 問題のト ラブルシューティングで役立ちます。

履歴ログの表示

デバイスグループの履歴ログを表示するには、 次の手順を実行します。

1 スト レージデバイスグループを開きます。

2 ビューペインで [履歴] を選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで、 履歴ログの表示期間を選択します。

4 (オプシ ョ ン) イベン ト を右クリ ックして、 [イベン ト詳細] ダイアログボックスを開きます。

5 (オプシ ョ ン ) [エクスポート ] をクリ ックすると、 履歴ログを .csvファイルまたはHTMLファイルにエクス

ポートできます。
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第2章 スト レージコンプライアンス
スト レージコンプライアンスは、 管理対象サーバーまたはデバイスグループ内のストレージ構成を可視化す

る機能です。 複数ポートに接続するイニシエーターポート、 FCA、 LUN (使用可能状態だがマウン ト状態でな

い)、 RAIDレベル、 SANスト レージなどをチェ ックする監査ルールを指定すると、

ス ト レージ監査ルールがモデルリポジト リ内のデータで実行されます。

監査ルール、 スケジュール、 結果表示

スト レージコンプライアンスは、 管理対象サーバーまたはデバイスグループ内のストレージ構成を可視化す

る機能です。 複数ポートに接続するイニシエーターポート、 FCA、 LUN (使用可能状態だがマウン ト状態でな

い)、 RAIDレベル、 SANスト レージなどをチェ ックする監査ルールを指定すると、 ス ト レージ監査ルールがモ

デルリポジト リ内のデータで実行されます。

次の表は、 ス ト レージコンプライアンスで使用する監査ルールとパラ メーターをまとめています。 最小値、

最大値、 特定の値をチェ ックするルールを定義できます。 ポート、 スイッチ、 ファブリ ックに関連するコン

プライアンスルールは、 アクテ ィブなポートだけをチェ ッ クします。 これらのコンプライアンスルールは、

物理ポートの接続はチェ ックしません。  

ポート、 スイッチ、 ファブリ ックに関連するコンプライアンスルールは、 アクティブなポートだけをチェ ッ

クします。 これらのコンプライアンスルールは、 物理ポートの接続はチェ ックしません。 

スト レージ監査ルール スト レージパラメーター

アンマウン ト されたボリューム

容量

許容されるマウン ト解除されたボリュームの合計容量 (バイ ト )

アンマウン ト されたボリューム数 許容されるマウン ト解除されたボリューム数

ファブリ ック 許容されるファブリ ック数

FCA 許容されるファイバーチャネルアダプター (FCA) 数

イニシエーターポート  許容されるイニシエーターポート数

スイッチ 許容されるスイッチ数

ターゲッ トポート  許容されるイニシエーターポート数

RAIDタイプ ターゲッ トス ト レージアレイ上で使用可能なRAIDタイプ

注: このルールを選択する場合、 RAIDタイプが指定されていないと、監

査は失敗します。

レプリケート解除されたLUN数 レプリケート解除されたLUN数の許容値
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監査ブラウザー

監査ブラウザーでは、 監査で選択したスト レージルールが表示されます。 

[ルール ] > [スト レージコンプライアンスチェ ック ] には、 ソースリストで選択したレプリケート解除された

LUN数が表示されます。 ルールの詳細な内容を指定する手順については、 『SA ユーザーガイド : 監査とコンプ

ライアンス』 を参照して ください。

サーバーの選択

ここでは、 監査の実行対象となるサーバーを選択する方法について説明します。 

1 [ソース] ウィンドウで、 [サーバーおよびデバイスグループ] を選択します。 

2 [サーバーの選択] ウィンドウが開いたら、 [ソースの選択] ツリーで [すべての管理対象サーバー ] を選択

します。

3 監査の実行対象として使用するサーバーを選択します。

監査のスケジュール設定については、 『SA ユーザーガイド : 監査とコンプライアンス』 を参照して く ださい。
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監査スケジュール

監査のスケジュールを設定するには、 次の手順を実行します。

1 [ビュー ] セクシ ョ ンで [スケジュール] を選択します。 

2 [スケジュール] セクシ ョ ンで実行頻度、 日時、 期間を選択します。

監査のスケジュール設定については、 『SA ユーザーガイ ド : 監査とコンプライアンス』 を参照してください。

監査のサマリー

監査結果のサマリーを表示するには、 次の手順を実行します。

1 [ソフ トウェアのインストール] 画面にある  [すべてのステップ] セクシ ョ ンで、 [ジ ョブステータス] を選

択します。 

2 [ジ ョブステータス] セクシ ョ ンには、監査結果がサーバーごとに表示されます。 [サーバー ] の<サーバー

名> を展開すると、 そのサーバーの監査結果が表示されます。 [ ステータス ] 列には、 インストール済み

コンポーネン トのステータスが表示されます。
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スト レージコンプライアンスチェ ック

スト レージコンプライアンスチェ ックを表示するには、 次の手順を実行します。

1 [サーバーの監査:  新規] 画面にある [すべてのステップ] セクショ ンで、[ジ ョブステータス] を選択します。

2 [ジ ョブステータス] セクシ ョ ンでサーバーを選択します。 

[ジ ョブステータス ] セクシ ョ ンに監査のステータスが表示されます。 この監査は、 任意の管理対象サー

バーで実行されます。 [ステータス] 列には監査のステータスが [成功] または [失敗] で表示されます。
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第3章 スト レージの視覚化
Service Automation Visualizerの概要

Server Automation (SA) のService Automation Visualizer (SAV) は、 データセンター内にある論理スト レージの依

存関係と物理スト レージの接続に関する情報を表示する機能です。 SAVは、 このような依存関係と接続をビ

ジネスアプリケーシ ョ ンの視点からマッピング図で示します。 この図では、 サーバーからスピンドルまでス

ト レージサプライチェーン全体を網羅し、 サーバーが接続先のスト レージデバイスにどのようにマッピング

されているのかがわかります。 また、 ファイルシステムと、 ローカルスト レージやリモートス トレージ、 FC

アダプター、 FCスイッチ (物理および仮想)、 接続とポート、 ディスクアレイ、 NASファイラー、 LUNマッピン

グ、 RAID構成、 SANファブリ ックなどとの関係も表示されます。

アレイ、 スイ ッチ、 ボリ ュームなどのSAN オブジェ ク ト で Service Automation Visualizer (SAV) および Service

Automation Reporter (SAR) の表示、 レポート、 その他機能を実行するには、 Storage Essentials (SE) バージョ ン

6.1.1以降が必要です。 SANオブジェク トはStorage Essentialsで検出されます。 検出されたSANオブジェク ト を

SA、 SAV、 SARの各製品で有効にするには、 Server Automation SE Connector コンポーネン トのインストールと

構成が必要です。

SAVの詳細については、 『SA User Guide: Application Automation』 を参照して ください。

ス ト レージのマッピング機能

SAVのスト レージマップとSANマップは、ユーザー環境内にあるスト レージデバイスと接続の物理的および論

理的なマッピングを視覚的に示します。

SANマップ

SANマップはスト レージマップのスーパーセッ トであり、 SAVスナップシ ョ ッ ト内のSAN、 すべてのサーバー

とそれらのFCA (ファイバーチャネルポート を含む)、 SAN内のスイッチへの各アダプター接続を視覚的に示し

ます。

ス ト レージマップ

スト レージマップは、 サーバー、 FCA、 NASファイラー、 SANアレイ、 ファブリ ック、 スイッチ、 ポートなど、

SAV によるスキャンで検出されたコンポーネン ト間にあるスト レージとの依存関係を表示します。 このマッ

プでは、 サーバーとサーバー上で稼働するプロセスファ ミ リーが表示されます。 また、 ローカルディスク、

NAS ファイラー、 リモートディスクアレイによってファイルを保管および処理するファイルシステム、 ロー

カルまたはリモートのスト レージデバイスも表示されます。 また、 プロセスファ ミ リー、 プロセスで開いて

いるファイル、 ファイルの保存先との関係が表示されます。 
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第4章 SE Connector
SE Connectorは、 SANの要素とインベン ト リおよびそれらの接続に関して、 Storage Essentials (SE) からデータ

を収集するスト レージスキャナーです。 収集の対象となるSAN要素には、 スト レージアレイ、 ファブリ ック、

スイッチ、 NASファイラーがあります。 

このスト レージデータを収集する頻度は、 ユーザーが構成します。 デフォルトでは、 SE ConnectorはSEから

SAN情報を12時間間隔で収集します。 一般的に、 このアクシ ョ ンはスケジュールされた完全同期と呼ばれま

す。SEの設定を変更することにより、収集頻度を調整できます。SE Connectorでは、SEでGet All Elements Details

(GAED) プロセスが実行されている場合のスケジュール設定された完全同期の最大待機時間 (分) を指定できま

す。次のプロパティでは、 GAEDが実行されている場合のスケジュールされた完全同期タスクのデフォルトの

最大待機時間を指定します。

com.creekpath.agent.common.devices.scheduled.full.sync.max.wait.minutes=10080

SE Connectorは3分ごと  (デフォルト ) にSEをチェ ックし、SEのGAEDプロセスが指定された間隔より早く終了し

た場合や、 SE Connectorの待機時間が指定された間隔よりも長く なった場合に収集を実行します。

SE Connectorは、 複数のStorage Essentialsインスタンスと通信できます。 拡張性とパフォーマンス上の理由か

ら、複数のSE ConnectorをStorage Essentialsの1つのインスタンスと通信させることを推奨します。ただし、同

じ Storage Essentials インスタンスから一意のデバイス群を収集するように各アクセス制御を構成する必要が

あります。 また、 複数のSE Connectorを複数のStorage Essentialsインスタンスと通信させることも可能です。 

SEからスト レージ情報を収集する間隔はデフォルトでは12時間ですが、 これよりも高い頻度でデータを更新

したい場合には、 SEの設定を変更することにより、 データ収集の頻度を調整できます。 データ収集のスケ

ジュールの構成については、 『Storage Essentials SRM Software User Guide』 を参照して く ださい。 また、 ア

レイやNetAppファイラーなどスト レージデバイスレベルでSAN情報を更新する要求をSEで行う こともできま

す。 詳細については、 Storage Essentialsからの更新 (90ページ) を参照して ください。

ス ト レージスキャナーのStorage Essentialsパネルで、 [ステータス ] 列にGAED IN PROGRESS と表示されてい

る場合、Get All Elements Details (GAED) 検出プロセスがStorage Essentialsサーバー上で実行中であるこ とを示

します。

Storage EssentialsでGAEDが実行中の場合、 デフォルトでSE Connectorは10080分 (7日) 待機し、 その期間を経

過する と GAED検出プロセスがまだ稼働している場合でも、 Storage Essentials からのデータ収集を開始しま

す。 SE ConnectorはSEを3分間隔 (デフォルト ) でチェッ ク し、 SE GAEDプロセスが終了するか、 SE Connector
の待機時間がSEPlugin.Propertiesで設定した 「データ収集時間の上限 (分)」 に達した場合、 データ収集を行い

ます。

Storage Essentials (接続) のステータスから、 GAEDプロセスが実行中かど うかを確認します。 SE Connectorで
これらの要素の情報が最後に更新されたタイ ミ ングを特定するには、そのStorage Essentialsインスタンスの管

理対象要素の [前回のスキャン] タイムスタンプをチェッ ク します。

GAEDが実行中の場合に、 スケジュールされたデータ収集タスクの実行の最大待機時間は次のプロパティで

指定します。
com.creekpath.agent.common.devices.full.data.collection.minutes=720

一般的に、 このプロパティを使用するのは次のよ うな場合です。

• Storage Essentialsから1日に1回情報を収集するようにSE Connectorを構成する。

• Storage EssentialsがGAEDの処理で2日間ビジーになっている。 
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• Server AutomationでStorage Essentialsインスタンスの管理対象要素の更新情報が表示されない。 

• Storage Essentialsの接続ステータス値と管理対象要素の [前回のスキャン ] タイムスタンプを組み合わせ

て使用して、 SEで実行に時間がかかるGAEDプロセスが存在するために、 SE Connectorでこれらの管理対

象要素の情報が更新されていないのかどうかを特定する。これにより、管理対象要素の情報がスケジュー

ル設定された頻度で更新されない理由が判明する。

SE Connectorの更新

ここでは、 SE Connectorの更新について説明します。

SA 10.0でサポート されるSEバージョ ンは、 SE 9.4.0、 SE 9.4.1、 SE 9.5.0、 SE 9.5.1です。

注: SA 10.0リ リースでは、 新しい管理対象サーバーでSE 6.xはサポート されません。 ただし、 既存の管理対象

サーバーについてはSA 6.xはサポート対象です。
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Storage Essentialsの接続ステータスの表示

ここでは、 スト レージスキャナーで管理する Storage Essentialsサーバーに対する接続ステータスを表示する

方法について説明します。

接続ステータスを表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 内容ペインで、 SEスト レージスキャナーを選択して、 ブラウザーを開きます。

3 ビューペインで [Storage Essentials] を選択します。 

4 [ステータス] 列を確認します。

SANアレイやNetAppファイラーのスト レージ情報をStorage Visibility and Automationで表示している状態で、同

じ SAN アレイやNetApp フ ァイラーのス ト レージ情報を Storage Essentials でも表示したい場合には、 Storage

Essentials を起動する と検出済みのデータが表示されます。 ス ト レージスキャナーの承認については、

『Storage Visibility and Automation インス トールおよび管理ガイ ド』 を参照して く ださい。 SE での検

出プロセスの詳細については、 『Storage Essentials SRM Software User Guide』 を参照して ください。

SE Connectorの管理については、 『Storage Visibility and Automation インス トールおよび管理ガイ ド』

のスト レージスキャナーの説明を参照して ください。

SE Connectorがサポート しているオペレーテ ィ ングシステムについては、 「Storage Visibility and Automation
Managed Server Support Matrix」 を参照して ください。
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SEクライアン ト ライブラリのバージ ョ ン番号の表示

スト レージスキャナーのプロパティパネルには、 SEクライアン ト ライブラリのバージ ョ ン番号が表示されま

す。 SEクライアン ト ライブラリのバージ ョ ン番号 (6.x.x.xxなど) は、 [説明] フ ィールドに表示されます。

SEクライアン ト ライブラリのバージ ョ ン番号を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 内容ペインで、 SEスト レージスキャナーを選択します。

3 [表示] ドロップダウンリストで [プロパティ ] を選択します。 SEクライアン ト ライブラリのバージ ョ ン番

号が管理情報の下の [説明] フ ィールドに表示されます。

アクセス制御

SE Connectorのアクセス制御を表示するには、 次の手順を実行します。

•  SE Connectorのアクセス制御の表示

SE Connectorのアクセス制御の表示

SE Connectorのアクセス制御を表示するには、 次の手順を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。
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2 内容ペインで、 ス ト レージスキャナーを選択して、 [アクシ ョ ン] > [開く ] を選択します。

3 ビューペインで [管理コンソール] を選択します。

4 [SE] を展開してから  [Access Controls] を展開します。 

5 [List] を選択して、 SE Connectorのアクセス制御を表示します。

SE ConnectorでのStorage Essentialsサーバーの管理対象要素の表示

SE Connectorでアクセス制御ごとに検出された管理対象要素のリスト を表示するには、 次の手順

を実行します。

1 ナビゲーシ ョ ンペインで、 [管理] > [スト レージスキャナー ] を選択します。

2 内容ペインで、 ス ト レージスキャナーを開きます。

3 ビューペインで [Storage Essentials] を選択します。

4 右側のペインでアクセス制御を選択します。 そのアクセス制御で検出された管理対象要素のリス トが、

下部のペインに表示されます。
SE Connector 89



Storage Essentialsからの更新

「Storage Essentialsからの更新」 を要求するには、 SAのアクセス権が必要です。 SAのアクセス権の詳細につい

ては、 『SA管理者ガイド』 のSAのアクセス権に関する項を参照して ください。

「Storage Essentialsからの更新」は [アクシ ョ ン] メニューのオプシ ョ ンであり、SANアレイやNetAppファイラー

など各スト レージデバイスのスト レージ情報の更新を要求します。SE Connectorは、デバイスレベルでの更新

が要求されたときに、 ス ト レージシステムに対してこのデータ同期を提供します。 

SE Connectorは、 ス ト レージデバイスと直接通信してデバイスに関するデータを収集するわけではありませ

ん。 SE ConnectorはStorage Essentialsから個別のスト レージデバイスに関するデータを収集します。 この要求

では、 SEリポジト リのデータがモデルリポジト リにコピーされます。 

SE Connectorでは、 SEが特定のスト レージ要素に対してGAEDを実行している場合の、 「Storage Essentialsから

の更新」 アクシ ョ ンの最大待機時間 (分) を指定できます。 次のプロパティでは、 GAEDが実行されている場合

の 「Storage Essentialsからの更新」 アクシ ョ ンのデフォルトの最大待機時間を指定します。

com.creekpath.agent.common.devices.manual.full.sync.max.wait.minutes=10080

[ジ ョブとセッシ ョ ン] のユーザーインターフェイスに、更新要求のステータスが表示されます。 「成功」 はモ

デルリポジト リの更新が完了したことを示します。 また、 ジ ョ ブのタイムスタンプには、 「Storage Essentials

からの更新」 要求に関する次の情報が表示されます。

• 要求が行われた日時

• 更新ジョブのステータス。 次のいずれかです。

— 成功 : 要求が正常に送信されました。 SE Connectorは要求されたデバイスのデータを収集して、 Web

サービスデータアクセスエンジンに送信しました。 

— エラー : 要求は送信されませんでした。 SE Connectorが稼働していることを確認し、 停止している場

合は起動して ください。問題が引き続き発生する場合は、管理対象サーバーでSE Connectorのログを

確認して、 エラーを解決して ください。 まずpam-0-0.traceログファイルを確認し、 その後で他の

ト レースファイルを確認します。

ジ ョ ブとセッシ ョ ンの詳細については、 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

Storage Essentialsで開く  (クリ ック&起動)

「Storage Essentialsで開く 」 は [アクシ ョ ン] メニューのオプシ ョ ンであり、 SANアレイやNetAppファイラーな

ど個々のスト レージデバイスに対して Storage Essentials を起動します。 また、 デバイスを選択した後に右ク

リ ックすることで、 そのデバイスに対して Storage Essentials を起動することもできます。 これは一般的にク

リ ック&起動ユーザーインタフェースと呼ばれます。

SE Connectorは、 Storage Essentialsのスタンドアロン構成で管理されるスト レージデバイスに対するクリ ック

&起動をサポート しています。 このオプシ ョ ンは、 Storage EssentialsをHP Systems Insight Managerと統合した

環境ではサポート されません。

クリ ック &起動を使用するには、 SEアカウン トへのログインが必要です。 他のストレージオブジェク ト を選

択してクリ ック&起動を選択すると  (同じセッシ ョ ン中)、SEの初期ログイン画面が開きます。このように、HP

Server AutomationとStorage Essentialsでは、 シングルサインオン機能は使用できません。

SEは、 スト レージデバイスから起動して ください。 ホストからは起動できません。 
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第5章 スト レージの検索
スト レージの検索の概要

Storage Visibility and Automation では、 サーバー、 データベース、 ス ト レージシステムのオブジェク トや属性

など、 IT環境にあるスト レージ情報を検索できます。

•  SAクライアン ト との統合

•  スト レージのオブジェク ト と属性

SAクライアン ト との統合

Storage Visibility and Automationの検索機能は、 HP Server Automationクライアン トのSAクライアン ト検索ツー

ルと統合されています。 この検索機能を使用するには、 SAクライアン ト検索ツールの基本的な機能に関する

知識が必要です。 次に示す SA クライアン ト検索機能の使用方法については、 『SA ユーザーガイ ド : Server
Automation』 を参照して ください。

• キーワードを使った簡単な検索

• 検索クエリーを作成する高度な検索

• 検索クエリーの保存

• 保存された検索の削除

• 保存された検索クエリーの実行

• 検索結果でのアクシ ョ ン実行

• 検索結果の電子メール送信

• 検索結果の印刷

•  スト レージのオブジェク ト と属性

ス ト レージのオブジェク ト と属性

SAクライアン ト検索ツールでは、 次のスト レージオブジェク ト と属性を検索できます。

• サーバー : FCAのメーカー、 FCAモデル、 FCAポート、 FCAバージ ョ ン  ( ファイバーチャネルアダプター )、

ス ト レージのメーカーとモデル、 スト レージマネージャーのメーカー、 ス ト レージマネージャーソフ ト

ウェアのタイプ

• データベース: サーバー名、 バージ ョ ン、 メーカー

• スト レージシステム : デバイスのカスタマー、 デバイスのファシリテ ィ、 デバイスグループ、 検出日、

ファシリテ ィ名、 メーカー、 モデル、 名前、 オブジェク ト ID、 ポート、 RAIDタイプ、 シリアル番号

•  SAクライアン ト との統合
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付録A Global File System (OGFS)
OGFSの概要

Global File System (OGFS) は、スト レージインベン ト リをファイルシステムのような形式で表示する機能です。

Storage Visibility and AutomationのOGFSは、 SA クライアン トのOGFS と統合されています。 OGFSを使用するに

は、 SAクライアン トの基本的な機能に関する知識が必要です。 詳細については、 『SAユーザーガイド : Server
Automation』 を参照して ください。

OGFSは、 ファイルディ レク ト リ とテキスト ファイルの階層構造としてデータモデルを表します。 OGFSでは、

たとえば/opsw/Serverディレク ト リは管理対象サーバーの情報に加えて、 ス ト レージ、 ポート、 ディスク

など管理対象サーバー内のコンポーネン ト を表すサブディ レク ト リが含まれます。

•  Global Shell

•  アクセス権

•  OGFSのスト レージディ レク ト リ

Global Shell

Global Shellは、OGFSに対するコマンド ラインインタフェースです。これはbashなどのUnixシェルであり、ター

ミナルウィンドウ内で実行されます。 Global Shellのデフォルトのシェルはbashです。 

OGFSは、 データモデルと、 ス ト レージデバイスおよび管理対象サーバーの内容 (ファイルなど) を統合し、 単

一の仮想ファイルシステムを構成します。 Global Shellセッシ ョ ンは、 SAクライアン トや、 デスク ト ップで実

行するターミナルクライアン トのssh直接接続から開く ことができます。 Global Shellでは、 セキュリテ ィで保

護された環境にある複数のスト レージデバイスとサーバーにわたってスクリプ ト を実行できるので、 繰り返

し実行するシステム管理タスクの自動化が可能になります。 PerlやPython など、 一般的なスクリプ ト言語が

サポート されています。

OGFSは、 ファイルディ レク ト リ とテキスト ファイルの階層構造としてデータモデルを表します。 たとえば、

/opsw/Server/@/e-commerce.example.com/Storageディレク ト リには、e-commerce.example.comとい

う名前のサーバーのスト レージ依存関係の詳細が含まれています。

Global Shellの使用方法の詳細については、 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

•  アクセス権

•  OGFSのスト レージディ レク ト リ
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アクセス権

Global Shell内で実行できるアクシ ョ ンは、 aaaユーティ リテ ィでの設定によって決まります。 aaaユーティ リ

テ ィは、 OGFSを使用する操作について、 アクセス権の割り当てと取り消しを行います。 たとえば、 aaaユー

ティ リテ ィ を使用してreadServerFilesystemのアクセス権を割り当てると、ユーザーはSAクライアン ト内

にあるサーバーのファイルシステムを参照できるようになります。 aaaユーティ リテ ィは、 管理者ユーザー

グループに所属するユーザーのみが実行できます。 aaaユーテ ィ リテ ィによって割り当てまたは取り消しを

行ったアクセス権は、OGFSの/opsw/Permissionsディレク ト リに保存されます。aaaユーティ リテ ィの使用

方法の詳細については、 『SAユーザーガイド : Server Automation』 を参照して ください。

ファイルシステムでスト レージインベン ト リ情報を表示するには、 Global Shellにおけるアクセス権を取得す

る必要があります。

•  OGFSのスト レージディ レク ト リ

OGFSのスト レージディ レク ト リ

ここでは、 スト レージコンテンツを含むサブディ レク ト リについて説明します。 ディ レク ト リレイアウトは

スト レージオブジェク トの場所を示すものであり、 OGFSユーザーが操作しやすいように設計されています。

ス ト レージディ レク ト リでプライマリルート となるのは/opsw/Storage と /opsw/Server/.../ Storage

です。/opsw/Storageにはスト レージシステムとスト レージネッ トワークの内容がすべて含まれ、/opsw/Server/

.../ Storageにはそれぞれのサーバー固有のストレージオブジェク トが含まれています。

また、 /opsw/Storageの内容を表示するための別のディ レク ト リ もあります。 たとえば/opsw/Customer/

.../Storageディレク ト リには、 カスタマーに割り当てられたスト レージリソースが含まれ、 

/opsw/Facility/.../Storageディ レク ト リにはファシリテ ィに関連付けられているス ト レージリソース

が含まれます。

スト レージツリーは複数の場所に存在するように見えますが、 オブジェク トにはそれぞれ、 OGFS内で確実に

存在すると考えられる場所が1つあります。 この場所は、 「正規化された格納場所」 と呼ばれます。 スト レジ

ディ レク ト リツリーでは、 シンボリ ッ クリンク  (symlinks) を使用してス ト レージ トポロジをスキャンし、 正

規化されたディ レク ト リパス内にあるスト レージ情報を参照します。

サーバーボリュームの正規の格納場所は、 次のディレク ト リです。

/opsw/Server/.../Storage/Volume

次の例では、 サーバーのVolumeディレク ト リにraid0ボリュームに関するコンテンツが格納されています。

/opsw/Server/@/myserver.opsware.com/Storage/Volume/raid0

このボリュームにファイルシステムがマウン ト されている場合、 OGFSでは、正規化された格納場所にあるボ

リュームへのシンボリ ックリンクと して認識されます。

/opsw/Server/@/myserver.opsware.com/Storage/FileSystem/myfs/Volume/raid0 
-> /opsw/Server/@/myserver.opsware.com/Storage/Volume/raid0

•  /opsw/api/com/opsware/storageディレク ト リ

•  /opsw/Storageディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Controllerディレク ト リ

•  /opsw/.../Disk/Dependentディレク ト リ
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•  /opsw/.../Server/Storage/Fabricディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/FileSystemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Portディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Serviceディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Switchディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Systemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Volumeディレク ト リ

/opsw/api/com/opsware/storageディ レク ト リ

このディレク ト リは、既存の (SAクライアン ト ) UAPIインフラスト ラクチャーによって自動的に提供されます。

apiディレク ト リには、 SA APIでメソッ ドを起動する実行可能ファイルが格納されています。

•  /opsw/Server/.../Storage/Controllerディレク ト リ

•  /opsw/.../Disk/Dependentディレク ト リ

•  /opsw/.../Server/Storage/Fabricディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/FileSystemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Portディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Serviceディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Switchディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Systemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Volumeディレク ト リ

/opsw/Storageディ レク ト リ

このディ レク ト リには、 ス ト レージシステムとス ト レージネッ トワークのアーテ ィ フ ァク トが含まれます。

このディ レク ト リは、 次のパスに複製され、 フ ィルターが適用されます。

• /opsw/Facility/<ファシリテ ィ >/@/Storage: /opsw/Storageの最上位ディレク ト リの内容を、

ファシリテ ィでフ ィルター処理して表示します。

• /opsw/Group/<Public|Private>/<グループ>/@/Storage: opsw/Storageの最上位ディレク ト リの内

容を、 グループでフ ィルター処理して表示します。

• /opsw/Customer/<カスタマー >/@/Storage: opsw/Storageの内容を、カスタマーでフ ィルター処理して表示

します。

•  /opsw/Server/.../Storage/Controllerディレク ト リ

•  /opsw/.../Disk/Dependentディレク ト リ

•  /opsw/.../Server/Storage/Fabricディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/FileSystemディレク ト リ
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•  /opsw/Server/.../Storage/Portディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Serviceディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Switchディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Systemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Volumeディレク ト リ
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/opsw/Server/.../Storageディ レク ト リ

このディレク ト リには、 サーバー関連のスト レージアーティ ファク トが含まれます。

/opsw/Server/.../Storage

•  /opsw/Server/.../Storage/Controllerディレク ト リ

•  /opsw/.../Disk/Dependentディレク ト リ

•  /opsw/.../Server/Storage/Fabricディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/FileSystemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Portディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Serviceディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Switchディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Systemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Volumeディレク ト リ

/opsw/Server/.../Storage/Controllerディ レク ト リ

このディレク ト リには、 コン ト ローラーポートへのシンボリ ックリンクを持つサブディ レク ト リ と、 このコ

ン ト ローラーによってインポート されたボリュームへのシンボリ ックリンクを持つサブディ レク ト リが含ま

れます。

/opsw/Server/.../Storage/Controller/Port
/opsw/Server/.../Storage/Controller/Volume

•  /opsw/Storageディレク ト リ

•  /opsw/.../Disk/Dependentディレク ト リ

•  /opsw/.../Server/Storage/Fabricディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/FileSystemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Portディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Serviceディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Switchディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Systemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Volumeディレク ト リ

/opsw/.../Disk/Dependentディ レク ト リ

このディレク ト リには、依存するボリュームへのシンボリ ックリンクが含まれます。 Diskディレク ト リは複

数の場所に存在することがあり、 次のようにサーバー側に存在することがあります (サーバー上のローカル

ディスクを表示)。

/opsw/Server/@/myserver.opsware.com/Disk

また、次のようにスト レージシステム上に存在することがあります (スト レージアレイ内のディスクを表示)。

/opsw/Storage/System/emcdmx-01/Disk
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Dependentサブディレク ト リは、 さまざまな場所に存在します (ディスクのサブディ レク ト リなど )。 この場

合、 次に示すように、 Dependentサブディ レク ト リは現在のディ レク ト リでオブジェ ク トに依存するス ト

レージアーティ ファク ト を表示します。

/opsw/Storage/System/emcdmx-01/Disk/01A\:C0/Dependent

この例のパスは、 01A:C0ディスクに直接依存するオブジェク ト を表示します。

Storage Visibility and Automation では、 スト レージシステムのコンテキストでディスクを参照する場合、 ディ

スク情報は表示されないことがあります。 表示されるディスク情報は、 Storage Essentials で行うディスク検

出の設定によって異なります。

•  /opsw/Storageディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Controllerディレク ト リ

•  /opsw/.../Server/Storage/Fabricディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/FileSystemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Portディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Serviceディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Switchディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Systemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Volumeディレク ト リ

/opsw/.../Server/Storage/Fabricディ レク ト リ

このディレク ト リには、 ファブリ ック接続されているデバイスへのシンボリ ックリンク、 ファブリ ック上の

ゾーン、 ゾーン内のポートへのシンボリ ックリンク、 ファブリ ック上のゾーンエイリアス、 ゾーンを参照す

るゾーンエイリアスへのシンボリ ックリンク、 ゾーンセッ ト、 ファブリ ック上のスイッチが含まれます。

/opsw/Server/.../Storage/Fabric/ConnectedDevice
/opsw/Server/.../Storage/Fabric/Switch
/opsw/Server/.../Storage/Fabric/Zone
/opsw/Server/.../Storage/Fabric/Zone/Member
/opsw/Server/.../Storage/Fabric/Zone/ZoneAlias
/opsw/Server/.../Storage/Fabric/Zone/ZoneSet
/opsw/Server/.../Storage/Fabric/ZoneAlias
/opsw/Server/.../Storage/Fabric/ZoneAlias/Member
/opsw/Server/.../Storage/Fabric/ZoneAlias/Zone
/opsw/Server/.../Storage/Fabric/ZoneSet
/opsw/Server/.../Storage/Fabric/ZoneSet/Zone
/opsw/Server/.../Storage/Fabric/Switch

•  /opsw/Storageディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Controllerディレク ト リ

•  /opsw/.../Disk/Dependentディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/FileSystemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Portディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Serviceディレク ト リ
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•  /opsw/Server/.../Storage/Switchディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Systemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Volumeディレク ト リ

/opsw/Server/.../Storage/FileSystemディ レク ト リ

このディレク ト リには、 ファイルシステムの基盤となるボリュームへのシンボリ ックリンクが含まれます。

/opsw/Server/.../Storage/FileSystem/Volume

•  /opsw/Storageディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Controllerディレク ト リ

•  /opsw/.../Disk/Dependentディレク ト リ

•  /opsw/.../Server/Storage/Fabricディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Portディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Serviceディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Switchディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Systemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Volumeディレク ト リ

/opsw/Server/.../Storage/Portディ レク ト リ

このディレク ト リには、 接続されているデバイスへのシンボリ ックリンク、 接続されているポートへのシン

ボリ ックリンク、 プロ ト コルコン ト ローラーへのシンボリ ックリンク、 接続されているファブリ ックへのシ

ンボリ ックリンク、 このポート上のボリュームへのシンボリ ックリンク、 このポートを参照するシンボリ ッ

クリンクゾーン、 このポート を参照するゾーンエイリアスへのシンボリ ックリンクが含まれます。 このディ

レク ト リは、 複数のスト レージド メインに存在することがあります。

/opsw/...Port/Connected Device
/opsw/.../Port/ConnectPort
/opsw/.../Port/Controller
/opsw/.../Port/Fabric
/opsw/.../Port/Volume
/opsw/.../Port/Zone
/opsw/.../Port/ZoneAlias

•  /opsw/Storageディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Controllerディレク ト リ

•  /opsw/.../Disk/Dependentディレク ト リ

•  /opsw/.../Server/Storage/Fabricディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/FileSystemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Serviceディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Switchディ レク ト リ
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•  /opsw/Server/.../Storage/Systemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Volumeディレク ト リ

/opsw/Server/.../Storage/Serviceディ レク ト リ

このディレク ト リには、 MPIOマネージャーとボリュームマネージャーソフ トウェア、 エクスポート されたボ

リュームへのシンボリ ックリンク、 各サービスがインポート したボリュームへのシンボリ ックリンクが含ま

れます。

/opsw/Server/.../Storage/Service/<サービス名>/Volume

/opsw/Server/.../Storage/Service/<サービス名>/InputVolume

/opsw/Server/.../Storage/Service/<サービス名>/OutputVolume

•  /opsw/Storageディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Controllerディレク ト リ

•  /opsw/.../Disk/Dependentディレク ト リ

•  /opsw/.../Server/Storage/Fabricディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/FileSystemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Portディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Switchディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Systemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Volumeディレク ト リ

/opsw/Server/.../Storage/Switchディ レク ト リ

このディレク ト リには、 接続されているデバイスへのシンボリ ックリンク、 接続されているファブリ ックへ

のシンボリ ックリンク、 スイッチポートが含まれます。

/opsw/Server/.../Storage/Switch/Fabric
/opsw/Server/.../Storage/Switch/Port

•  /opsw/Storageディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Controllerディレク ト リ

•  /opsw/.../Disk/Dependentディレク ト リ

•  /opsw/.../Server/Storage/Fabricディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/FileSystemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Portディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Serviceディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Systemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Volumeディレク ト リ
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/opsw/Server/.../Storage/Systemディ レク ト リ

このディレク ト リには、ス ト レージシステムプロ ト コルコン ト ローラー、ス ト レージシステム物理ディスク、

ス ト レージシステムボリュームプール、スト レージプール内のボリュームへのシンボリ ックリンク、ス ト レー

ジシステムポート、 ス ト レージボリュームが含まれます。

/opsw/Server/.../Storage/System/Controller
/opsw/Server/.../Storage/System/Disk
/opsw/Server/.../Storage/System/Pool
/opsw/Server/.../Storage/System/Pool/Volume
/opsw/Server/.../Storage/System/Pool/Volume/Antecedent
/opsw/Server/.../Storage/System/Pool/Volume/Dependent
/opsw/Server/.../Storage/System/Pool/Volume/Initiator
/opsw/Server/.../Storage/System/Pool/Volume/Pool
/opsw/Server/.../Storage/System/Pool/Volume/Port
/opsw/Server/.../Storage/System/Port
/opsw/Server/.../Storage/System/Volume

•  /opsw/Storageディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Controllerディレク ト リ

•  /opsw/.../Disk/Dependentディレク ト リ

•  /opsw/.../Server/Storage/Fabricディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/FileSystemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Portディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Serviceディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Switchディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Volumeディレク ト リ

/opsw/Server/.../Storage/Volumeディ レク ト リ

このディレク ト リには、 前提スト レージボリュームと物理ディスクへのシンボリ ックリンク、 このボリュー

ムをインポートするコン ト ローラーへのシンボリ ックリンク、 依存スト レージボリュームへのシンボリ ック

リンク、 依存ファイルシステムへのシンボリ ッ ク リンク、 ボリ ュームインポートに使用したパス、 このボ

リュームのインポートに使用するス ト レージポートへのシンボリ ッ ク リンク、 このボリュームを提供する

サービスへのシンボリ ックリンク、 ス ト レージシステムド メイン内のターゲッ トボリュームへのシンボリ ッ

クリンク、 接続されているホスト イニシエーターボリュームへのシンボリ ックリンク、 このボリュームと関

連付けられているスト レージプールへのシンボリ ックリンクが含まれます。

/opsw/Server/.../Storage/Volume/Antecedent
/opsw/Server/.../Storage/Volume/Controller
/opsw/Server/.../Storage/Volume/Dependent
/opsw/Server/.../Storage/Volume/FileSystem
/opsw/Server/.../Storage/Volume/Path
/opsw/Server/.../Storage/Volume/Port
/opsw/Server/.../Storage/Volume/Service
/opsw/Server/.../Storage/Volume/Target

•  /opsw/Storageディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Controllerディレク ト リ
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•  /opsw/.../Disk/Dependentディレク ト リ

•  /opsw/.../Server/Storage/Fabricディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/FileSystemディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Portディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Serviceディレク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Switchディ レク ト リ

•  /opsw/Server/.../Storage/Systemディレク ト リ
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